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西光万吉さんの最後の絵画作品「蘭陵王」。この絵に込められた思いとは？

紀 の 川 広報 

ひととまちをつなぐ 

特集　西光万吉

人権に関する市民意識調査の結果報告

今月の情報ワイド
○防災に関すること
　　住宅用火災警報器を市内全世帯に無償で配布
　　防災行政無線の放送内容を FAX で配信
　　災害発生時に援護が必要な人の名簿登録など
○教育に関すること
　　赤尾・広野地区通学区域を弾力化など
○スポーツ賞受賞者の紹介
○平成 20 年度決算
○平成 21 年度予算の執行状況
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写
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る
青
洲
ま
つ
り
と
市
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ー
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ル
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ピ
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ク
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ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
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部
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届
い
た
手
紙

紀
の
川
市
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
皆
様
へ

　

私
は
、
４
月
に
乳
が
ん
手
術
を
受
け
た
主
婦
で
す
。

　

名
前
を
つ
げ
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
２
月
14
日
、
山
田
邦
子
さ
ん
を
招
い
て
の
乳
が
ん
検
診
啓

発
講
演
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
一
人
で
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
皆
様
が
ご
尽
力
下
さ
っ
た
と
谷
野
先
生
か
ら
お

聞
き
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
く
ペ
ン
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

乳
が
ん
検
診
に
は
特
に
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
田

邦
子
さ
ん
が
ご
来
演
さ
れ
る
と
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
、
出
席
し
た
次

第
で
す
。
上
名
手
小
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

歌
に
大
変
す
ば
ら
し
く
、
心
を
う
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
邦
子
さ
ん
の
公
演
も
と
て
も
す
て
き
で
笑
い
と
涙
の
ひ
と
時

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
で
も
乳
が
ん
検
診
の
大
切
さ
を
き

か
せ
て
頂
き
な
が
ら
そ
の
時
は
ま
だ
自
分
に
は
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
々
は
、
お
風
呂
に
入
っ
た
時
簡
単
に
見

て
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
公
演
を
き
か
せ
て
頂
い
た
後
、
腕
を
上

げ
石
け
ん
を
つ
け
て
ふ
れ
て
み
る
と
、
胸
の
上
の
方
に
小
さ
い
し

こ
り
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
手
の
お
き
方
に
よ
り
分
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
病
院
へ
行
っ
て
が
ん
か
ど
う
か
し
ら
べ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
後
に
那
賀
病
院
の
乳
腺
外
科
谷

野
先
生
の
診
察
を
受
け
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
エ
コ
ー
検
査
を

し
、
１
週
間
後
の
細
胞
検
査
結
果
は
1.3
セ
ン
チ
、
レ
ベ
ル
１
の
が

ん
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
こ
の
く
ら
い
で
来
て
く
れ
れ
ば
と
言
わ

れ
た
先
生
の
お
言
葉
に
少
し
希
望
を
も
ち
ま
し
た
。

　

私
は
、
山
田
邦
子
さ
ん
の
公
演
を
き
い
て
見
つ
け
ま
し
た
、
と

谷
野
先
生
に
話
し
ま
し
た
。
今
ま
で
一
度
も
乳
が
ん
検
診
を
受
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
自
分
は
思
い
上
が
っ
て

い
た
の
か
し
ら
、
油
断
し
て
い
た
の
だ
と
恥
ず
か
し
い
思
い
で
し

た
。
胸
の
上
の
ほ
う
に
あ
っ
た
の
で
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
所
に
も
で
き
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
判
断
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
専
門
の
検
診
を
受
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
２
月
14
日
の
公
演
を
き
き
に
行

か
な
け
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
気
付
か
ず
に
１
年
、
２
年
と
過
ご
し
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
気
付
か
せ
て
頂
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
が
活
動
し
て
下
さ
っ
た
お
蔭
様
で
す
。
検
査
が
す

す
む
に
従
っ
て
手
術
の
方
法
を
ど
う
し
よ
う
か
と
大
変
悩
み
ま
し

た
。
折
角
早
く
見
つ
か
っ
た
の
だ
か
ら
温
存
法
に
と
思
い
ま
し
た

が
、
放
射
線
治
療
と
併
用
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
主
人
は

強
く
全
摘
手
術
を
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
表
面
的
な
こ
と
ば
か
り

気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
息
子
た
ち
は
早
く
見
つ
か
っ
て
良
か
っ

た
ね
。
命
の
方
が
大
事
だ
よ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
に

あ
き
れ
ら
れ
る
程
最
後
ま
で
悩
み
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
こ
の

方
法
が
一
番
い
い
の
だ
と
言
い
き
か
せ
な
が
ら
手
術
に
の
ぞ
み
ま

し
た
。

　

リ
ン
パ
節
も
取
ら
ず
に
す
み
、
現
在
術
後
２
カ
月
が
す
ぎ
ま
し

た
が
、
傷
の
痛
み
も
す
っ
か
り
消
え
、
抗
が
ん
剤
も
服
用
せ
ず
、

元
気
に
野
菜
や
花
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
身
体
の
こ

と
は
忘
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
野
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
お
忙
し
い
中
、
話
を
聞

い
て
下
さ
っ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
診
察
を
受
け

る
と
ま
た
心
が
軽
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
早
く
見
つ
け
さ
せ

て
頂
い
た
の
で
治
療
も
楽
に
済
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
早
く
が
ん

を
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
ゆ
う
こ
と
な
ん
だ
と
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
る
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
健
康
に
気
を
配
り
少
し
ゆ
っ
く
り
と
生
活
し
て
ゆ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
活
動
に
感
謝
し
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
お
礼
の

お
た
よ
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乳がん検診を受けてください
紀の川市ピンクリボンキャンペーン推進本部に届いたお手紙を紹
介します。
21年度の乳がん検診の追加募集も行っています。（→13ページへ）

紀の川市スポーツフェスティバル2009
10/11

青洲まつり2009
10/12

写真で見る・知る
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■同和問題

■女性の人権

■子どもの人権

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果

あなたは、今までに自分の人権が侵害（差別・虐待など）されたと感じたことがありますか？（どちらかを選択）

ある…23.0％ ない…75.4％
あると答えた人に
　それはどのような人権侵害でしたか（いくつ選んでもよい）

　そのとき、あなたはだれに相談しましたか（いくつ選んでもよい）

あらぬうわさや悪口などによる名誉や信用の侵害…53.9％
地域や職場でなどでの暴力、脅迫、無理強要、仲間はずれなど…27.2％、人種、信条、
性別、社会的身分又は家柄等による差別…21.7％、公的機関や企業などによる不当な
扱い…16.1％、プライバシ－の侵害…16.7％、性的いやがらせ（セクシャルハラスメン
ト）…7.2％、家庭での暴力や虐待…6.7％、その他…7.8％

ないと答えた人に
あなたのまわりで人権侵害が起きていることを知っ
た場合、どのように対応するのがよいと思いますか

公的機関（県・市）や人権委員に相談する…46.3％
人権侵害を受けている本人に事情を聞く…42.7％
地域の区長や民生委員児童委員に相談する…34.1％、友だち、同僚、上司に相談
する…21.2％、法務局、人権擁護委員に相談する…19.5％、問題が起きている家
族やその親戚に事情を聞く…16.9％、子どもの通っている学校・保育所や子ども
センターなどに相談する…13.6％、弁護士に相談する…9.0％、警察に相談する…
7.8％、特に何もしない…6.4％、民間団体に相談する…6.1％、その他…2.0％

家族、親戚に相談した…38.9％
友だち、同僚、上司に相談した…32.8％
何もしなかった…29.4％
相手に抗議するなど、自分で解決した…21.1％、弁護士に相談した…5.0％、警察に相
談した…3.3％、地域の区長や民生委員児童委員に相談した…2.8％、
公的機関（県・市）や人権委員（同和委員）に相談した…1.7％、法務局、人権擁護委員
に相談した…1.1％、民間団体に相談した…1.1％、その他…8.3％

結婚問題で周囲が反対する…44.1％

結婚や就職などに際して身元調査が行なわれる…27.8％、就職・職場で差
別や不利な扱いを受ける…22.3％、差別の実態を知る機会がない…19.0％、
同和問題のことを口にしないで、そっとしておけば自然になくなるという
考えがある…18.6％、差別的な発言や落書き…15.6％、インターネットを
利用して差別的な情報が掲載される…12.3％、地域の付き合いでの差別や
不利な扱いを受ける…11.1％、同和問題について、自由に意見交換できる
環境がない…10.7％、特にない…8.0％、教育上の問題…7.8％、同和問題
の理解不足につけ込んで高額図書を売りつけるなどの「えせ同和行為」が
ある…7.2％、同和問題について、地域で話し合う機会がない…6.3％、住
宅環境や道路などの生活環境整備が十分でない…3.4％、その他…3.2％

子ども同士が暴力や仲間はずれ、無視な
どのいじめをする…53.5％
保護者が子どもに身体的・心理的な虐待
を加えたり、子育てを放棄する…44.1％

いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをする…
32.6％、成績や学歴だけで判断する…22.7％、暴力や性など子どもにとっ
て有害な情報がたくさんある…21.2％、学校や就職の選択などで、子ど
もの意見を聞かず、大人の意見を押しつける…17.8％、教師による児童
や生徒に対する言葉の暴力や体罰…17.5％、子どもの虐待に気づいても
見て見ぬふりをする…14.8％、学校や地域での不審者による子どもへの
危害…10.1％、売春・買春・援助交際が行なわれている…8.2％、児童福
祉施設などにおいて処遇に不十分な面がある…3.2％、親が子どもの部屋
に勝手に入ったり、電子メールを見たりする…2.2％、校則で髪型や服装
が細かく決められている…1.3％、特にない…2.6％、その他…1.0％

※『％』は「ない」と答えた 75.4％のうちの割合を示しています

※上記２問の『％』は「ある」と答えた 23.0％のうちの割合を示しています

女性が仕事を続けるうえで、結婚・出産・育
児・介護などが障害とならないような環境
を整備する…62.3％

相談・支援体制を充実させる…26.3％、採用・昇進などにおいて、男女
の扱いを平等にすることを職場に働きかける…19.2％、女性が被害者と
なる犯罪の取締りを強化する…18.5％、女性の人権を守るための教育 ･
啓発活動を推進する…17.6％、男女平等の視点に立って、地域における
習慣やしきたりの見直しを行なう…14.4％、男女平等をすすめるための
教育・啓発活動を充実させる…14.3％、母性保護の視点から、生涯を通
じた女性の健康保持を支援する…11.4％、捜査や裁判で、女性の担当者
を増やし、被害女性が届けを出しやすいようにする…11.0％、議会、審
議会委員など政策・方針決定の場への女性の参画を推進する…10.7％、
夫または、パートナーからの暴力への対応を強化する…7.9％、テレビ、
新聞、雑誌などの内容を配慮する…6.5％、特にない…3.8％、その他…
2.4％

地域の人々がお互いに理解を深め、交流を深
める…36.4％
学校教育、社会教育を通じて、人権を大切に
する教育を積極的に行なう…36.0％

教育・啓発活動を推進する…23.5％、同和問題は人権問題であるとの認識
のもと、解決に向けた取り組みを行なう…19.8％、同和問題について、だ
れもが自由に意見交換できる環境づくりをすすめる…19.2％、相談・支援
体制を充実させる…17.9％、同和問題のことや差別のことなどは口に出さ
ないで、そっとしておけば自然になくなる…15.5％、差別の実態を知らせ
る機会を増やす…14.3％、教育水準を高め、生活力を向上させる…7.7％、
住宅環境や生活環境をよくする…7.0％、特にない…6.6％、同和問題の理
解不足につけ込んで高額図書を売りつけるなどの「えせ同和行為」をなく
す…6.0％、その他…4.2％

子どもに他人を大切にする思いやりを教
える…53.0％
教師の資質、指導力を高める…34.0％、家庭内の人間関係を安定させ、あ
たたかい家庭をつくる…33.6％、家庭での、親の子どもに対するしつけ方
や教育力を向上させる…32.2％、地域の人々が子どもに積極的に関心を
持って接する…23.4％、相談・支援体制を充実させる…21.6％、子ども
が被害者となる犯罪の取締りを強化する…13.9％、しつけや指導のために
は、親や教師による体罰もある程度はやむを得ない…12.5％、社会性や生
きる力をつけるために、子どもたちの地域活動を充実する…12.3％、教育・
啓発活動を推進する…10.7％、子どもの個性を尊重するよう大人の意識を
変える…10.7％、規則などを強化し、子どもにとって有害な情報提供など
を禁止できるようにする…7.8％、その他…1.3％、特にない…1.1％

家事・育児や介護などを男女が共同して行なう社会の
仕組みが十分に整えられていない…32.8％
男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭・
育児」など）…32.3％
職場における採用・昇進の格差など男女の待遇の違い
…30.9％

｢女のくせに｣「未亡人」など女性だけに用いられる言葉…22.9％、夫またはパー
トナーからの暴力…15.3％、強姦などの女性への性暴力やストーカー行為が発
生している…14.4％、妊娠や出産など女性の健康について十分に保障されてい
ない…14.0％、職場におけるセクシャルハラスメント…13.4％、政策や方針を
決定する過程に女性が参画しにくい…9.8％、売春・買春・援助交際…9.7％、
アダルトビデオ・ポルノ雑誌における女性のヌード写真や映像の商品化など…
8.8％、電車内などの公共の場における性情報のはんらん…7.3％、特にない…
6.1％、地域において女性の伝統行事への参加を制限する習慣やしきたりが残っ
ている…5.7％、医療の現場において女性のプライバシーへの配慮が足りない
…3.7％、その他…1.3％

人権　　に関する
市民意識調査

の結果報告
みなさんはどう思いますか

人権に関する正しい知識を身につけていること…64.9％
非合理な因習や風習、誤った固定観念にとらわれないこと…61.4％
自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重すること…53.9％
生活の格差や所得などの経済的格差を少なくすること…25.0％、自分の生活している
地域を大切にすること…19.2％、不利な条件となる仕事の内容、待遇をなくすこと…
14.6％、自分の権利について理解し、正当な権利を主張すること…14.2％、家庭内で
の家族の権利を大切にすること…11.1％、特にない…0.8％、その他…1.1％

人権が尊重されるために、市民一人ひとりが心がけたり行動すべきこ
とは何だと思いますか

学校や社会における人権教育の充実…50.8％
一人ひとりが自ら人権意識を高める努力…48.9％
教 職 員、 保 健・ 医 療・ 福 祉 関 係 従 事 者、 警 察 職 員、 公 務 員 な
ど、人権にかかわりの深い職業に従事する人の人権意識の向上…
38.7％、社会的に弱い立場にある人の救済・支援…28.4％、社会に
見られる不合理な格差を解消するための施策の充実…23.4％、人権
意識を高めるための啓発の充実…26.9％、地域での人権問題に関す
る自主的な市民活動の推進…12.3％、人権侵害に対する救済策の強
化…10.7％、特にない…2.4％、その他…1.9％

人権尊重の社会を実現するには、どのような取り組みが必要だと思いますか

調査の概要…市内在住の 20 歳以上の人 2,000 人を無作為に
抽出し、調査票を郵送しました。回答があったのは 783 で、
回収率は 39.2％です。設問にはそれぞれ選択肢を用意、３つ
まで選択できることとしました。それぞれの％は、回答のあっ
た 783 のうちの割合を示しています。

QQ同和問題に関することで、人権上、特に問題があると思うの
はどのようなことですか

同和問題を解決するために、特にどのようなことが必要だと思
いますか

QQ

QQ

女性の人権を守るために、特に必要なことはどのようなこ
とだと思いますか

女性に関することで、人権上、特に問題があると思うのはど
のようなことですか

子どもに関することで、人権上、特に問題があると思うの
はどのようなことですか

子どもの人権を守るために、特に必要なことはどのような
ことだと思いますか



広報紀の川 2009・11　��　広報紀の川 2009・11

�
■高齢者の人権

■障害のある人の人権

■インターネット上の人権

■HIV 感染者やかつてハンセン病を病んだ人、難病の人の人権

■犯罪被害者やその家族の人権 ■外国人の人権

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果

相談・支援体制を充実させる…29.9％
外国人の文化や生活習慣などへの理解を深める…
29.1％
安心して就労できる環境をつくる…27.8％

講座、交流イベントの開催など国際理解の機会を提供する…22.9％、日本の文
化や風習を理解するための教育の機会をつくる…21.1％、日本国籍を持たない
ことによる不利益をなくす…16.1％、永住外国人に対する社会的諸制度の格差
を是正する…15.3％、日常生活に必要な情報を外国語で提供する…12.6％、特
にない…10.3％、教育・啓発活動を推進する…8.4％、外国人の子どもの就学
を支援する…6.4％、外国人の人権を守るための啓発活動をすすめる…5.6％、
国籍がない以上、人権がある程度制限されても仕方がない…2.9％、その他…
1.7％

過剰な取材を規制する…61.9％
犯罪者に対する捜査や裁判について、被害者に十分な情報が得ら
れるようにする…39.8％
相談・支援体制を充実させる…32.3％
犯罪者の逆恨みから被害者を守る体制を整える…31.7％

被害者やその家族に対する金銭的な支援制度を充実する…20.1％、相談・支援を
行なっているNPO（民間非営利団体）などの民間機関を支援育成する…14.8％、教
育・啓発活動を推進する…8.8％、わからない…6.8％、特にない…2.0％、その他…
1.0％

高齢者が自立して生活しやすい環境を整える…
50.7％
保健・医療・福祉サービスを充実し生活を安定させ
る…47.5％

学校や家庭、地域で高齢者に対する理解を深め、尊敬や感謝の心を育てる…
32.1％、能力や知識、経験を活かして活躍できるよう生涯学習やボランティア活動、
就業の機会を増やす…28.4％、相談・支援体制を充実させる…24.4％、高齢者と
他の世代との交流をすすめる…19.8％、高齢者が被害者となる犯罪の取締りを強
化する…18.6％、駅の階段や道路の段差の解消、公共交通機関の整備をすすめる
…16.3％、病院や施設における高齢者に対する拘束や虐待に対する対応を徹底す
る…7.0％、教育・啓発活動を推進する…4.0％
特にない…2.0％、その他…0.9％

相談・支援体制を充実させる…30.1％
安心して働ける環境づくりをすすめる…25.7％
医療保険制度を充実させる…25.7％

医療行為について十分な説明を行い、本人の承諾を得た上で医療行為を行なう
…23.2％、病気に対する予防策を充実する…23.1％、教育・啓発活動を推進す
る…19.4％、プライバシーを保護する…18.5％、保健・医療に対する各種相談・
情報提供を行なう…17.8％、医師や看護師など医療従事者に対する人権研修を
すすめる…11.6％、病院の施設や設備の整備をする…10.0％、患者同士または
患者の家族同士の交流の機会を増やす…9.3％、特にない…5.4％、その他…1.7％

法律を強化し、違法な情報発信者に対する監視
や取締りを強化する…54.8％
プロバイダーに対し情報の停止・削除を求める
…40.0％

インターネット利用者やプロバイダーなどに対して、個人のプライバシーや
名誉に関する正しい理解を深めるための教育・啓発を推進する…39.2％、子
どもの安全を守るため「フィルタリング機能」の利用を普及・促進する…
31.3％、相談・支援体制を充実させる…13.5％、企業等が個人情報保護法を
正しく理解し、適正な安全対策をとる…13.3％、第三者による電子メールの
閲覧の禁止…9.7％、わからない…8.2％、表現の自由にかかわる問題であり、
慎重に対応する必要がある…7.9％、特にない…1.3％、その他…1.0％

障害のある人が自立して生活しやすい環境を
整える…58.7％

障害のある人の就職の機会をつくる…29.9％、施設の整備や保健・医療・福祉サー
ビスを充実する…27.3％、相談・支援体制を充実させる…25.8％、学校教育の中で、
障害のある人への理解を深めるための教育を充実させる…22.1％、障害のある人
と障害のない人との交流をすすめる…17.6％、障害のある人には周囲の者が手助
けをする…17.1％、生活や権利を守る制度を充実させる…12.8％、障害のある児
童・生徒一人ひとりに対して適切な教育的支援をする…10.3％、教育・啓発活動
を推進する…8.4％、スポーツ活動や文化活動に参加しやすくする…5.1％、障害
のある人が被害者となる犯罪の取締りを強化する…4.9％、特にない…2.6％、そ
の他…1.0％

働ける能力を発揮する機会が少ない…31.3％
詐欺や悪徳商法による被害が多い…29.9％
経済的に自立が困難なこと…28.7％

家庭や施設での介護を支援する制度が整っていない…27.7％
高齢者を邪魔者扱いし、意見や行動が尊重されない…22.7％

道路の段差解消、エレベーターの設置など、暮らしやすいまちづくりがすすんで
いない…18.0％、情報をわかりやすい形にして伝える配慮が足りない…16.6％、
病院や福祉施設での介護や福祉サービスが十分でない…13.4％、家族が世話をす
ることをさけたり、家族から虐待を受ける…11.7％、判断能力が十分でない高齢
者の経済生活をめぐる権利侵害がある…9.8％、病院や福祉施設で、高齢者に対
して拘束や虐待などがある…8.3％、高齢者向け住宅が不足している…6.9％、さ
まざまな施設や器具が、利用しやすいようにつくられていない…5.2％、特にな
い…4.1％、スポーツや文化活動などへの参加に配慮されていない…1.5％、その
他…1.0％

生活習慣の違いが受け入れられなかったり、
宗教 ･文化への理解や認識が十分でない…
46.4％
日常生活の中で、外国語表記が少ないために、十分なサービスを受けることがで
きない…25.7％、就職や職場で不利な扱いを受ける…19.0％、保健、医療、防災、
教育などの生活に必要な情報が十分に手に入らない…17.6％、選挙権がないなど
権利が制限されている…16.0％、特にない…14.3％、年金など社会保障制度で
不利な扱いを受ける…10.7％、住宅を容易に借りることができない…8.8％、結
婚問題で周囲から反対を受ける…7.8％、外国人というだけで犯罪者のように見ら
れる…6.9％、子どもに対して、自国の宗教や生活習慣にあった教育が行ないにく
い…5.6％、入学や学校で不利な扱いを受ける…3.1％、入店を断られる店や施設
がある…2.4％、その他…2.7％

働ける場所や機会が少ない…46.0％
障害のある人に対する人々の認識が足りない…38.4％
道路の段差解消、エレベーターの設置など、暮らしやすいま
ちづくりがすすんでいない…35.9％

社会復帰や社会参加のための受け入れ態勢が十分でない…22.1％、障害のある人
を避けたり、あるいは差別的な表現を使う…16.7％、学校や職場で不利な扱いを
受ける…10.3％、身近な地域での福祉サービスが十分でない…9.8％、聴覚や視
覚に障害のある人への必要な情報を伝える配慮が足りない…8.7％、学校の受け
入れ体制が十分でない…6.8％、結婚問題で周囲が反対する…6.0％、障害がある
ことを理由に、乗り物への乗車や店・施設の利用を断られる…5.1％、スポーツ
活動や文化活動などへの参加に配慮がされていない…4.6％、障害のある人に向
けた住宅が不足している…3.8％、病院や施設で障害のある人に対して拘束や虐
待がある…2.8％、障害のある人の意見や行動が尊重されていない…6.8％、詐欺
や悪徳商法の被害が多い…4.6％
特にない…4.2％、その他…1.1％

過剰な取材のため日常的な生活を送ることが
できない…45.7％
被害者やその家族の写真や履歴などが公表さ
れ、プライバシーが侵害される…44.6％

周囲の人から無責任なうわさ話をされる…32.7％、捜査や裁判で受ける精神的・
経済的な負担が大きい…26.8％、犯罪者に対する判決が、被害者やその家族の気
持ちを十分に反映していない…24.1％、相談・支援体制が十分でない…15.7％、犯
罪者に対する捜査や裁判について、十分な情報が得られない…15.2％、被害者に
対する金銭的な支援制度が十分でない…10.7％、被害者の苦しみについて、職場
や学校で十分な理解が得られない…9.8％、特にない…6.3％、その他…1.1％

他人を誹謗・中傷する表現や差別を助長する
表現など、人権を侵害する情報を掲載する…
59.5％
出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっ
ている…41.1％

個人情報などが流出している…29.5％、わいせつ画像や残虐な画像など違法・有
害なホームページの存在…29.4％、インターネットを利用した「いじめ問題」が
発生している…28.7％、悪質商法によるインターネット取引での被害…17.8％、
捜査対象の未成年者の名前や顔写真を掲載する…8.3％、第三者による電子メール
の閲覧行為…7.9％、特にない…6.1％、その他…2.0％

病気についての理解や認識が十分でない…
43.9％

感染している、難病であるというだけで本人や家族が世間から偏見の目で見ら
れる…28.5％、入学や学校で、あるいは就職や職場での不利な扱いを受ける…
20.1％、じろじろ見られたり、避けられたり、または差別的な言動を受ける…
19.7％、悪いうわさや感染情報が他人に伝えられる…18.5％、医療保険の対象外
の治療方法などで医療費が高額になり、十分な治療が受けられない…16.2％、本
人やその家族に対する結婚差別がある…14.4％、興味本位の報道がされる…8.8％、
医療施設や療養環境が十分でない…8.6％、患者の社会復帰が困難である…8.4％、
特にない…7.4％、治療や入院を断られる…6.5％、本人に十分な説明もないままに、
隔離など一方的な医療行為が行なわれる…6.5％、家族や親戚から付き合いを拒絶
される…2.8％、施設などの利用で、不利な扱いを受ける…1.7％、住宅を容易に借
りることができない…0.5％、その他…2.7％

QQ

QQ

Q Q

Q Q

Q Q

QQ

高齢者の人権を守るために、特に必要なことはどのようなことだ
と思いますか

インターネットによる人権侵害を解決するために、特に必要な
ことはどのようなことだと思いますか

高齢者に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどの
ようなことですか

インターネットに関することで、人権上、特に問題があると思う
のはどのようなことですか

これらの方の人権を守るために、特に必要なことはどのような
ことだと思いますか

障害のある人の人権を守るために、特に必要なことはどのような
ことだと思いますか

障害のある人に関することで、人権上、特に問題があると思うの
はどのようなことですか

HIV（エイズウイルス）感染者やかつてハンセン病を病んだ人、難病
の人に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのよう
なことですか

外国人の人権を守るために、特に必要なことはどのようなことだ
と思いますか

犯罪被害者やその家族の人権を守るために、特に必要なことはど
のようなことだと思いますか

外国人に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどの
ようなことですか

犯罪被害者やその家族に関することで、人権上、特に問題がある
と思うのはどのようなことですか

調
査
の
概
要
…
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
２
千
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
調
査
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。
回
答
が
あ
っ
た
の
は
７
８
３
で
、
回
収
率
は
39
・
２
％
で
す
。
設
問
に
は
そ
れ
ぞ
れ
選

択
肢
を
用
意
、
３
つ
ま
で
選
択
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
％
は
、
回
答
の
あ
っ
た
７
８
３
の
う
ち
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
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特
集　

西
光
万
吉

　

西
光
万
吉
さ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

表
紙
の
「
蘭ら

ん
り
ょ
う
お
う

陵
王
」
は
西
光
万
吉
が
描
い
た
絵
画
の
傑
作
で
す
。
絵
の
中

に
「
平
和
共
栄
」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
で
知
ら
れ
る
水
平
社
宣
言
を
若

干
26
歳
に
し
て
書
い
た
西
光
は
、
人
間
へ
の
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
人
で
し
た
。

西
光
さ
ん
の
生
い
立
ち

　

西
光
は
、
奈
良
県
御
所
市
に

あ
る
西
光
寺
の
住
職
の
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

県
立
畝う

ね

び傍
中
学
校（
現
畝
傍

高
校
）
在
学
中
、
被
差
別
を
苦

に
退
学
、
京
都
市
の
平
安
中
学

校
に
編
入
す
る
も
再
び
教
師
か

ら
差
別
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
度
目
の
退
学
。
僧
侶
に
な

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
ま
す
。

画
家
へ
の
道

　

父
の
後
を
継
ぎ
僧
侶
と
な
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
た
西
光
は
、

上
京
し
絵
画
の
道
に
進
み
ま

す
。
二
科
展
入
賞
な
ど
才
能
を

西光万吉（さいこう　まんきち、西光寺の西光に、「万人に幸せの吉を」で万吉）
本名　清原一隆。明治 28 年 4 月 17 日奈良県南葛城郡掖上村（現在は御所市）に生
まれる。大正 11 年、全国水平社創立の宣言文を作ったことは特に有名。芸術家・運
動家。昭和 16 年 12 月 8 日、住居を西井阪に移す。同 45 年 3 月 20 日永眠、享年 74 歳。

特
集　
西　

さ
い
こ
う
　光
万　

ま
ん
き
ち
　吉　

万
す
べ
て
の

人
に
吉し

あ
わ
せ

を

発
揮
し
ま
す
が
、
師
事
し
て
い

た
人
か
ら
縁
談
を
持
ち
か
け
ら

れ
る
と
、
被
差
別
部
落
出
身
が

ば
れ
る
の
を
お
そ
れ
、
画
塾
か

ら
身
を
引
い
て
し
ま
い
ま
す
。

西
光
万
吉
が
成
長
す
る
過
程
に

は
、
部
落
差
別
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

が
、
西
光
に
自
殺
願
望
を
抱
か

せ
た
り
、
絶
対
避
妊
論
を
唱
え

さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
し
た
。

苦
し
み
、
絶
望
感
を
感
じ
な
が

ら
、
同
時
に
こ
れ
以
上
こ
の
苦

し
み
を
受
け
る
人
を
増
や
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て

い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

海
外
移
住
計
画
は
失
敗

　

絶
望
感
か
ら
脱
す
る
た
め
、

西
光
は
親
友
の
阪
本
清
一
郎
ら

と
セ
レ
ベ
ス
島
移
住
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
し
か
し
、
資
金
援

助
を
見
込
ん
で
い
た
メ
ン
バ
ー

が
親
の
反
対
を
受
け
た
た
め

に
、
こ
の
計
画
も
失
敗
に
終
わ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
、
地
域
の
生
活
改
善
や
社

会
問
題
研
究
の
活
動
を
活
発
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
水
平

社
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
「
つ

ば
め
会
」
を
結
成
、
国
内
で
精

力
的
に
見
聞
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

そ
し
て
大
正
11
年
、
全
国
水

平
社
を
創
立
、
運
動
は
ま
た

た
く
間
に
全
国
に
広
が
り
ま
し

た
。

　

西
光
が
書
き
上
げ
た
水
平
社

宣
言
は
、
部
落
解
放
へ
の
団
結

を
強
烈
に
呼
び
か
け
た
も
の
で

し
た
。

　

人
間
は
勦
（
い
た
わ
）
る
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
尊
敬
す
べ

き
も
の
だ
と
書
か
れ
た
こ
の
宣

言
の
最
後
の
一
節
「
人
の
世
に

熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」。

あ
ま
り
に
も
有
名
な
こ
の
言
葉

は
、
宣
言
か
ら
90
年
が
経
と
う

と
す
る
今
も
、
私
た
ち
に
人
間

の
尊
さ
を
訴
え
か
け
ま
す
。

水
平
社
以
降
の
活
動

　

こ
の
後
も
西
光
は
、
被
差
別

部
落
や
農
村
に
暮
ら
す
貧
し
い

人
々
の
生
活
の
向
上
の
た
め
の

運
動
を
続
け
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
道
は
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
３
年
に
は
、
政
治
弾
圧

に
よ
っ
て
検
挙
さ
れ
、
懲
役
５

年
の
刑
に
処
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
世
界
大
戦
の

終
戦
後
「
日
本
は
悪
行
の
た
め

に
敗
れ
、
自
分
が
そ
の
悪
行
を

浄
化
す
る
知
恵
と
気
力
を
欠
い

た
」
こ
と
に
責
任
を
感
じ
、
自

殺
を
決
意
し
ま
す
が
未
遂
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
は
、

過
激
な
運
動
家
を
想
像
し
が
ち

で
す
が
、
紀
の
川
市
（
当
時
の

田
中
村
）
に
移
り
住
ん
だ
西
光

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
静
か
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

し
か
し
文
筆
活
動
な
ど
を
通

じ
、
人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
運

動
を
続
け
ま
し
た
。

　

鼻
に
か
け
た
と
こ
ろ
が
微
塵

も
な
く
、
目
立
た
ず
暮
ら
し
て

い
て
、
妻
、
美
寿
子
の
実
家
の

田
ん
ぼ
で
作
業
を
し
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

情
熱
や
ま
ず

　

戦
後
、
西
光
は
い
ち
早
く
原

水
爆
の
禁
止
や
平
和
へ
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
世
界
が
共
通

の
言
葉
を
使
え
ば
争
い
が
な
く

な
る
と
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を

学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
イ
ン

ド
の
ネ
ー
ル
首
相（
当
時
）
に

手
紙
を
書
く
際
に
、
英
語
も
勉

強
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
こ

ぼ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
祖
国
防
衛
の
た
め
に
百
万
の

戦
闘
軍
を
つ
く
る
よ
り　

世
界

平
和
の
た
め
に
百
万
の
奉
仕
団

を
つ
く
り
た
い　

何
千
億
の

軍
事
費
用
を
つ
か
う
よ
り　

何

千
億
の
平
和
費
用
を
つ
か
い
た

い　

破
壊
的
な
戦
闘
力
で
国
を

守
る
消
極
的
な
国
防
省
を
つ
く

る
よ
り　

建
設
的
な
協
働
力
で

国
を
守
る
積
極
的
な
平
和
省
を

つ
く
り
た
い
」

　

こ
の
よ
う
な
不
戦
和
栄
の
論

文
を
数
多
く
残
し
て
ま
す
。
そ

し
て
、
人
間
へ
の
情
熱
は
、
絵

画
や
戯
曲
に
も
表
れ
て
い
ま

す
。
戯
曲
の
中
に
、
華
岡
青
洲

の
偉
業
を
た
た
え
た
『
華
岡
青

洲
伝
「
紀
の
国
の
田
舎
医
者
」』

が
あ
り
、
粉
河
の
白
水
座
な
ど

で
上
演
さ
れ
、
若
か
り
し
日
の

有
吉
佐
和
子
も
そ
の
劇
を
見
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

西光原作の華岡青洲伝「紀の国の田舎医者」の上
演ポスター（複製）

（
昭
和
26
年
発
表
『
祖
国
日
本
と
世
界

の
危
機
に
際
し
て
親
愛
な
る
部
落
同
胞

に
訴
え
る
』
か
ら
抜
粋
）
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特
集　

西
光
万
吉

　

西
光
が
亡
く
な
っ
た
と
き

「
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
こ
れ
だ

け
の
人
が
集
ま
っ
た
の
か
」
と

近
所
の
人
が
驚
い
た
ほ
ど
大
勢

の
人
が
弔
問
に
駆
け
つ
け
た
と

い
い
ま
す
。
誰
か
ら
も
「
西
光

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た

と
い
う
こ
の
人
は
、
人
を
ひ
き

つ
け
る
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
西
光
万
吉
先
生
偲し

の

ぶ
会（
以

下
、
偲
ぶ
会
）」
の
世
話
人
、

保
田
耕
志
さ
ん
。
聖
者
西
光
万

吉
抄
を
作
詞
、
記
録
映
画
の
撮

影
な
ど
、
西
光
顕
彰
の
第
一
人

者
で
す
。
毎
年
３
月
の
命
日
が

近
づ
く
と
、
偲
ぶ
会
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
62
年
か

ら
今
年
で
23
回
を
数
え
ま
す
。

「
私
は
、
西
光
先
生
の
人
と
な

り
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。『
人

間
は
尊
敬
す
べ
き
』
と
い
う
言

葉
、
あ
の
時
代
に
、
20
代
の
若

さ
で
言
っ
て
の
け
た
こ
と
、
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
学
校

の
教
師
が
差
別
を
平
気
で
し
た

よ
う
な
時
代
に
、
学
校
に
行
け

ず
と
も
図
書
館
で
学
び
続
け
、

高
い
次
元
、
崇
高
な
人
間
愛
に

登
り
つ
め
た
偉
大
さ
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
に
こ
ん

な
立
派
な
人
が
い
た
こ
と
は
私

た
ち
市
民
の
誇
り
で
す
」

　

西
光
万
吉
の
生
前
、
懇
意
に

し
て
い
た
人
た
ち
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

謙
虚
な
人
で
し
た

三
浦
喜
久
男
さ
ん
・
茂
子
さ
ん

　

と
て
も
謙
虚
な
人
で
、
え
ら

そ
う
に
す
る
と
こ
ろ
は
微
塵
も

無
い
人
で
し
た
。

　

農
家
の
古
い
家
で
静
か
に
暮

ら
し
て
い
た
の
で
、
こ
ん
な
立

派
な
人
が
こ
こ
に
い
る
と
知
ら

な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

い
つ
も
う
ち
の
お
風
呂
に
も
ら

い
湯
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
お

酒
が
好
き
で
、
畑
仕
事
が
一
段

落
し
た
折
な
ど
、
お
酒
を
飲
み

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
も
う
お
い

し
そ
う
に
、
う
れ
し
そ
う
に
飲

む
ん
で
す
よ
。
と
て
も
い
い
お

酒
で
し
た
。

　

着
る
も
の
も
質
素
で
、
世
間

は
シ
ャ
ツ
に
背
広
の
時
代
に
、

着
流
し
に
ゲ
タ
、
帽
子
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
し
た
ね
。

　

子
ど
も
好
き
で
、
う
ち
の
子

ど
も
も
よ
く
遊
ば
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
蘭
陵
王
の
絵
を

描
い
て
い
る
と
き
「
絵
を
描
い

て
い
る
と
き
は
邪
魔
し
に
行
っ

た
ら
あ
か
ん
で
」
と
子
ど
も
を

た
し
な
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
暗
く
て
狭
い
家
の
中
で
あ

ん
な
す
ご
い
絵
が
よ
く
描
け
た

も
の
だ
と
感
心
し
ま
す
。

世
界
を
一
つ
に
、
と

三
浦
百
代
さ
ん

　

あ
ん
な
す
ば
ら
し
い
人
に
は

二
度
と
会
え
な
い
と
思
う
。
本

当
に
生
き
仏
の
よ
う
な
人
で
し

た
。
私
た
ち
は
西
光
さ
ん
の
こ

と
を
「
兄
さ
ん
」
と
か
「
お
っ

ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
ま
し
た
。

当
時
、
う
ち
で
は
乳
牛
を
飼
っ

て
い
て
、
兄
さ
ん
は
毎
朝
牛
乳

を
取
り
に
来
て
、
主
人
と
話
を

し
て
い
き
ま
す
。
話
が
お
も
し

ろ
く
て
、
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
他
の
人
が
言
う
と
「
夢
物

語
」
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
で
も
、
兄
さ
ん
が
言
う
と

説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
農
家
の
女
の
人
は
、
炊
事

や
洗
濯
が
大
変
だ
け
れ
ど
、
そ

の
う
ち
に
洗
濯
や
炊
飯
は
機
械

が
す
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
そ

れ
が
実
現
し
改
め
て
感
心
し
た

も
の
で
す
。

　

兄
さ
ん
は
頭
の
中
が
20
年
先

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
相
手
に

合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
く
、
そ

し
て
楽
し
く
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
で
し
た
か

ら
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
慕
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
の
若
い
人
た

ち
が
、
会
っ
て
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
よ
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
は
一
つ
に
な
ら
な
い
か

ん
、
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

『
一
昔
前
は
関
所
が
あ
っ
て
そ

の
外
に
は
行
け
な
か
っ
た
け

ど
、
今
は
国
内
好
き
な
と
こ
ろ

に
行
け
る
で
し
ょ
。
そ
れ
と
同

じ
で
や
ろ
う
と
思
え
ば
世
界
が

一
つ
に
な
る
ん
だ
よ
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

あ
ん
な
偉
い
人
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
も
ら
え
て
夫
婦
で

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

真
実
を
見
つ
め

蓮
乗
寺
住
職　

松
本
了
信
さ
ん

　

西
光
先
生
に
は
、
戦
前
に
よ

く
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

　

暴
れ
る
魚
の
姿
を
見
る
の
が

い
や
な
の
で
釣
り
を
し
な
い
、

と
い
う
ほ
ど
慈
悲
深
い
人
で
し

た
。

　

あ
の
人
は
事
実
を
事
実
と
し

て
ま
っ
す
ぐ
に
受
け
止
め
る
人

で
し
た
。
政
治
的
な
主
張
な
ど

を
超
え
た
次
元
で
、
人
と
し
て

こ
れ
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
人
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　

・
・
・
・
・
・

　

西
光
は
戦
後
、
こ
の
地
で
静

か
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
執
筆
活

動
や
絵
画
を
通
じ
て
『
不
戦
和

栄
』
を
訴
え
続
け
ま
す
。
そ
の

姿
を
ガ
ン
ジ
ー
と
重
ね
合
わ
せ

る
人
も
い
ま
す
。

　

西
光
の
死
後
、
住
居
跡
（
現

在
の
家
は
建
て
か
え
ら
れ
た
も

の
）
の
敷
地
に
『
不
戦
和
栄
の

碑
』
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
生
前
の
西
光
を
物
語
る

か
の
よ
う
に
、
控
え
め
に
、
し

か
し
、力
強
く
立
っ
て
い
ま
す
。

　

西
光
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ま

も
な
く
40
年
。
人
間
へ
の
愛
情

と
平
和
へ
の
希
望
を
持
ち
続
け

る
こ
と
、
西
光
が
発
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
今
も
輝
き
を
失
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

西
光
が
こ
の
地
に
い
た
こ
と

を
誇
り
に
す
る
と
と
も
に
、
人

間
愛
に
満
ち
た
、
こ
の
言
葉
を

今
一
度
か
み
し
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

『
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に

光
あ
れ
』

あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か　
誰
で
も
が
、
幸
せ
を
求
め
る
権
利
を
持
っ
て
い
る

子どもが好きで、近所の子どもたちはみな、かわ
いがってもらったという。この写真は、三浦喜久
男さん・茂子さんの長女が中学１年生のとき。

西
光
万
吉
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
西
光
万
吉
先
生
偲
ぶ
会　

保
田
さ
ん
ま
で
（
℡
77
・
３
２
４
６
）

三浦喜久男さん（左上）と保田耕志さん
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健康
介護予防

けんこう
かいごよぼう

1313
健
康
と
介
護
予
防

健
康
推
進
課
は
本
庁
南
別
館
で
す

高
齢
介
護
課
は
那
賀
分
庁
舎
で
す
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明るく健康的な毎日のために

スキムミルクやチーズを使った料理教室
■と　き　11 月 27 日（金）午前 10 時～（受付９時 30 分～）
■ところ　貴志川保健福祉センター２階クッキングルーム
■定　員　先着 20 人
■参加費　300 円
■持ってくるもの　エプロン、三角巾、マスク
■申込締切　11 月 13 日（金）

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

11/8 （日） 松本歯科医院（℡ 66・0206）

15 （日） 吉田歯科医院（℡ 69・1182）

22 （日） 正司歯科クリニック（℡ 66・2011）

23 （月） 岡本歯科医院（℡ 73・4970）

29 （日） 林歯科医院（℡ 62・6012）

休日歯科当番（診療時間：午前 10 時～午後 4 時）
電話がつながらない場合は、那賀消防組合（℡ 61・0119）へ。

追加募集
個別乳がん検診（マンモグラフィ検査）
　平成 21 年度個別乳がん検診を実施中ですが、キャンセルなどで
予定人数に達していないため、追加募集を行います。
　希望する人は、健康推進課まで電話で申し込んでください。残
日程、残人数に限りがあります。先着順ですので、ご了承ください。

■対象者　①・②のどちらにも当てはまる人
　①市内在住で昭和 35 年 4 月 1 日～ 45 年 3 月 31 日生まれの女性
　②今年度、個別または集団で乳がん検診を受診していない人
■検診内容　視触診とマンモグラフィ検査（レントゲン撮影）
■実施場所　公立那賀病院
■検査所要時間　約 45 分

日によって空いている受診時間が異なります。申し込み時に
相談してください。

■申し込み期間　11 月 9 日（月）～ 11 月 20 日（金）
（受付は平日の午前９時から午後５時 30 分）

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

介護予防教室
　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・
栄養改善・口腔ケア・閉じこもり予防などを
テーマに、居宅介護支援センターに委託し、
教室を開催しています。動きやすい服装で参
加ください。

■いきいき元気塾
と　き：11 月 11 日（水）午後１時～３時
ところ：那賀保健福祉センター２階　多目的

ホール
テーマ：『 住宅改修と福祉用具 』について

　申し込みが必要です。前日までに栄寿苑居
宅介護支援センターに申し込みください。

【問い合わせ】
栄寿苑居宅介護支援センター ( ℡ 75・6888）
高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314）

ぷるぷる健康運動教室
■と　き　12 月 22 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
■ところ　粉河ふるさとセンター小ホール
■定　員　先着 30 人
■持ってくるもの　水かお茶、タオル
動きやすい服装（ベルト不可）で参加してください
教室直前の飲食は控えてください

11 月 8 日は「いい歯の日」…

今年度
40・50・60・70歳を迎
える人に無料の歯周疾患
検診を実施
　申し込みをした人には、受診票（ハ
ガキ）を送っています。申し込みがま
だの人で、希望する人は健康推進課に
ご連絡ください。

脳卒中・がん・動脈硬化・敗血症・
狭心症・心筋梗塞・心内膜炎・肺炎・
バージャー病…歯周病はさまざま
な病気の原因になります
　歯周病の原因になる口の中の細菌は、
炎症を起こしたところなどから血管に
入り、全身に運ばれます。その結果、
さまざまな病気の原因になります。

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡
77・0829）

１月の募集 時間 募集人数

6 日（水） 午後 1

8 日（金） 午前 3

13 日（水） 午後 2

20 日（水） 午後 2

22 日（金） 午前 2

27 日（水） 午後 4

29 日（金） 午前 2

メタボ改善・ダイエット・運動不足解消に

申し込み・問い合わせは健康推進課（℡ 77・0829）

ぷ　る 　 ぷる
健康運動教室
運動ヨガ教室
栄養教室

２月の募集 時間 募集人数

10 日（水） 午後 4

12 日（金） 午前 3

17 日（水） 午後 5

19 日（金） 午前 2

24 日（水） 午後 1

26 日（金） 午前 2

３月の募集 時間 募集人数

3 日（水） 午後 5

10 日（水） 午後 7

今年4月から9月に新規に要介
護認定を申請したみなさんへ
10 月から要介護認定の方法が見直されました
　4 月に要介護認定の見直しを行いましたが、
認定のばらつきは是正されているものの、軽
度者の割合が増加していることが明らかにな
りました。そこで、10 月 1 日から、さらに認
定方法を見直しました。
　4 月から 9 月の間に、「非該当」となった人や、
認定された要介護度が実情と一致していない
と思う人は、再申請や区分変更申請を行うこ
とができます。（必ず希望どおりの要介護度で
認定されるものではありません）

【問い合わせ】高齢介護課（℡ 75・5328）

10月22日　子育て教室そら組
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那賀休日急患診療所の開設時間
℡ 77・6410
日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
11 月から 1 月までの３カ月は土・日・祝の夜
間（午後８時～ 10 時）も開設します
※小児科はこちらへ

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000
とき…毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

インフルエンザ脳症に注意してください
　インフルエンザ脳症とは、主に６歳以下の子どもがイン
フルエンザにかかったときに発症する重い合併症です。（死
亡率は 30％、後遺症も 25％の子どもにみられます。）
　現在流行している新型インフルエンザの感染拡大により、
インフルエンザ脳症にかかる小児が増加する恐れがありま
す。インフルエンザ脳症の症状は、インフルエンザの発熱
から数時間～１日と短い期間であらわれます。

①初期症状が見られたら速やかに医療機関へ
　インフルエンザ脳症の早期症状がみられた場合は、速や
かに医療機関を受診してください。その際には、必ず事前
に医療機関に電話を入れてください。

■インフルエンザ脳症の初期症状
●発熱などのインフルエンザの症状に加え、ボーッとして

いる、呼びかけに答えないなど意識レベルの低下が見ら
れる。

●けいれん発作が 30 分以上持続した状態やけいれん発作
を繰り返し 30 分以上意識が完全回復しない、またはけ
いれん発作の後、意識障害が続く。

●意味不明の言動がみられる。

②解熱剤を使用するときは医師に相談を
　強い解熱剤（例えば、ボルタレン、ポンタールおよびこ
れらと同様の成分のはいっているもの）は、インフルエン
ザ脳症の予後を悪化させます。解熱剤を使用するときは、
かかりつけの医師に必ず相談してください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

12月の赤ちゃん広場・子育て教室
　申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おや
つ・おもちゃは持ってこないでください。

■０歳児赤ちゃん広場
　1 2 月 14日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　1 2 月 17日（木）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　1 2 月 21日（月）打田地区　本庁南別館
　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
　※母子手帳を持ってきてください。

■１歳児（平成 19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日生まれ）
　1 2 月 　2 　日（水）もも組（桃山地区）桃山保健福祉センター
　1 2 月 　9 　日（水）いちご組（貴志川地区）

貴志川保健福祉センター
　1 2 月 11日（金）にじ組（打田地区）桃山保健福祉センター
　1 2 月 16日（水）ちゅうりっぷ組（粉河・那賀地区）

那賀子育て支援センター
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

■２歳児（平成 18 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれ）
　1 2 月 　3 　日（木）りんご組（貴志川地区・桃山地区）

貴志川保健福祉センター
　1 2 月 10日（木）そら組（打田地区）桃山保健福祉センター
　1 2 月 18日（金）すみれ組（粉河地区・那賀地区）

那賀子育て支援センター
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分　

※親子とも、動きやすい服装で参加ください。
※名札、お茶、帽子を持参してください。

11 月の赤ちゃん広場・子育て教室の詳細は、メール配信サー
ビスか市ホームページで確認してください。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 75・3111）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育所隣）

メントルスクール

うちの子どうして？Part Ⅱ
育てにくいそのわけは・・・
 　特別支援教育士の講話や講師の体験を通して、悩みや疑問
を解決しませんか。子どもをより理解し、子育てに役立てて
ください。子育てに関する相談もできます。
■と　き　11 月 13 日（金）午後 7 時 30 分～
■ところ　那賀総合センター
■申し込み期間　11 月 2 日（月）～ 11 月 10 日（火）

【申し込み・問い合わせ】那賀総合センター（℡ 75・2221）

新型インフルエンザの相談窓口
℡ 61・0020（平日 9：00 ～ 17：45）
岩出保健所　電話相談・発熱相談

℡ 073・441・2643（平日 9：00 ～ 17：45）
和歌山県庁　難病・感染症対策課 

℡ 073・426・1199（24 時間体制） 
救急医療情報センター

（県内医療機関の診療情報を紹介しています。） 

インフルエンザの疑いで医療機関を受診する
ときは、必ず電話で受診時間や出入り口を確
認してください。

■４か月児健康診査
　平成21年8月生まれ対象
　12月9日（水）・16日（水）の午後
受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成21年5月生まれ対象
　12月8日（火）・15日（火）の午後
受付は午後１時～１時30分

■10か月児健康相談
　平成20年12月生まれ対象
　12月3日（木）・4日（金）の午前
受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成20年3月生まれ対象
　12月11日（金）・18日（金）の午後
受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成19年5月生まれ対象
　12月1日（火）・2日（水）の午前
受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成18年3月生まれ対象
　12月10日（木）・17日（木）の午後
受付は午後１時～１時30分

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

12月の母子保健・予防接種

【問い合わせ】健康推進課（℡77・0829）

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181
平日夜間は午後８時～翌６時
土・日・祝日の夜間は午後７時～翌６時
休日昼間は午前 10 時～正午、午後１時～５時

10月22日　子育て教室そら組

新型インフルエンザワクチン相談窓口
℡ 61・0022（平日 9：00 ～ 17：45）
岩出保健所　衛生環境課
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住宅用火災警報器を
市内全世帯に無償で配布

●
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　毎年、住宅火災で多くの尊い命が失われてい
ます。死亡原因の多くは、「逃げ遅れ」による
ものです。そこで、家庭内での火災をいち早く
キャッチし、逃げ遅れを防ぐため、警報ブザー
や音声で知らせる「住宅用火災警報器」の設置
が義務付けられました。
　市は、住民自ら生命や財産を守るために防火
意識を高めていただくことを目的として、各家
庭に住宅用火災警報器を無償で配布します。

■配布数
１世帯につき１台

■配布時期
12 月以降、市が委託した業者が、各世帯に配
布します。受け取ったら、必要書類に署名・押
印をしてください。

防災・防火の研修や訓練に、
市や消防の職員が出向きます
　防災・防火の知識を身につけてもらい、日ご
ろから災害に備えて、家庭や地域の防災・防火
活動に役立てていただくことを目的に、市は研
修や訓練を行っています。
　自治会がない地域や、自治会に加入していな
い人も、10 人以上の団体やグループで受講す
ることができます。
　みなさんの学習会や集会に、危機管理消防課
職員や那賀消防組合職員（防災・防火訓練の実
技指導）が講師として出向きます。

■研修・訓練の内容
①防災研修
　家庭の防災、地域の防災（自主防災組織） など
②防火研修
　火災予防（消火器、住宅用火災警報器） など
③防災・防火訓練
　救出・救護、初期消火（消火器、消火栓） など

■対象者
市内在住のおおむね10人以上の団体やグループ

■申し込み
①防災研修、②防火研修は希望日の５週間前ま
でに、③防災・防火訓練は希望日の８週間前ま
でに、危機管理消防課にまず電話で問い合わせ
ください。

■その他
※会場の確保や参加者への連絡、当日の進行な
どは申請者の側で行ってください。
※個別相談・苦情・要望・交渉は受けられません。
また、営利・政治・宗教目的など、本研修・訓
練の趣旨に合わない場合は実施できません。

【申し込み・問い合わせ】
危機管理消防課（℡ 77・2511）

■警報機の設置
各自で設置してください。身体の障害などで自
分で設置できないときは、危機管理消防課に問
い合わせください。

■警報器の設置時期
新築住宅には取り付けが義務付けられていま
す。既存住宅は、平成 23 年５月 31 日までに設
置が必要です。

■設置が義務付けられている場所
寝室／階段（２階に寝室があるとき）
※３階建てや部屋数の多い場合は、さらに設置
が必要な場合があります

【問い合わせ】
危機管理消防課（℡ 77・2511　本庁南別館）

災害発生時に援護が
必要な人の名簿登録
　災害発生時、避難場所での生活や自力で避難する
ことが困難な人の支援を行うため、災害時要援護者
名簿を作成しています。名簿は、災害時に迅速に対
応できるよう、関係各課や関係機関で共有し、避難
支援や安否確認などの資料としてのみ使用します。

■対象者…①要介護３以上の人　②身体障害者手帳
１・２級や療育手帳Ａを所持している、重度の介護を
要する人や、常時見守りが必要な人　③高齢者のひ
とり暮らしなど、避難に不安がある人　など

■申し込み…高齢介護課や各支所に設置している申
請書に記入し、申し込みください。（登録済みの人で、
登録内容に変更がある場合も申請してください。）
※登録申請は任意で、強制ではありません。

【申し込み・問い合わせ】
高齢介護課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）

防災行政無線の放送
内容をFAXで配信
　聴覚などに障害があり、市が放送している防災行
政無線を聞き取ることができない人を対象に、防災
行政無線の放送内容を FAX で配信するサービスを
実施しています。

■対象者…①聴覚障害または音声言語機能障害で、
身体障害者手帳を所持している市内在住・在勤・在
学の人　②身体障害者手帳を所持していないが、聴
覚に障害があり、FAX 以外に情報を得るのが困難な
人

■申し込み…新たに配信を希望する人は、障害福祉
課や各支所で、登録手続きをしてください。（すで
に登録済みの人は、申請の必要はありません）

【申し込み・問い合わせ】
障害福祉課（℡ 75・3111   Fax75・3117   那賀分庁舎）

那賀消防組合で
日曜消防講座を開催
毎月第１・第３日曜日に、那賀消防本部防災センター

（岩出市中迫）で、防災や救急救命に関する講座を開
催しています。

■普通救命講習会（中学生以上対象）
とき…11月15日、12月20日、平成22年１月17日
　　　２月21日、３月21日
　　　午前９時～正午

■幼児の応急手当講座（一般対象）
とき…12月６日、平成22年３月７日
　　　午前９時30分～11時30分

■おこのみ講座
毎月第１・第３日曜日の午後に、受講者の要望に応
じて、各種防災体験学習を行います。

【問い合わせ】那賀防災センター（℡ 61・7259）

　国土交通省や県は、雨・水位・気象などの情報を
携帯電話で確認できるメール配信サービスを実施し
ています。利用には登録が必要です。
■和歌山防災ネット（国土交通省和歌山河川国道事務所）
　http://www.kkr.mlit.go.jp/wakayama/wakanet
■防災わかやまメール配信サービス（和歌山県）
　http://www.pref.wakayama.lg.jp/bousai

携帯メールで防災情報

　聴覚などに障害があり、電話による通報が困難な
人は、FAX や電子メールで 119 番通報ができます。
メール利用登録者には、管内の災害情報などをメー
ル配信します。利用には登録が必要です。

【問い合わせ】那賀消防本部通信指令課
　　　　　　（℡ 61・1791　Fax62・1906）

　　　　　119番通報FAXやメールで
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池田小学校（℡77・3053）
授業公開、講演会 11月8日（日）

田中小学校（℡77・2004）
授業公開 11月6日（金）
観劇 11月24日（火）

高野分校（℡77・5160）
学習発表会 11月20日（金）

長田小学校（℡73・3139）
授業公開、講演会 11月21日（土）

粉河小学校（℡73・2251）
研究発表会、講演 11月30日（月）

竜門小学校（℡73・3138）
授業公開、児童作品展 11月16日（月）～20日（金）
発表会、給食参観・試食、出前教室 11月19日（木）
観劇（民話芸術座「人魚の海」） 11月20日（金）

川原小学校（℡73・3330）
授業公開、学校公開 11月中
授業参観、もちつき大会 11月7日（土）

鞆渕小学校（℡79・0895）
授業参観と劇「華岡青洲」 11月5日（木）
「能」（本物の舞台芸術） 11月17日（火）
文化祭 11月28日（土）

名手小学校（℡75・2054）
自由授業参観、学校見学会 11月9日（月）～21日（土）
授業参観（全校学習発表会） 11月21日（土）

上名手小学校（℡75・3065）
学校開放、公開授業月間 11月2日（月）～30日（月）
授業公開、授業参観、講演会 11月5日（木）

麻生津小学校（℡75・2320）
授業公開、授業参観、観劇 11月10日（火）～11日（水）

安楽川小学校（℡66・0022）
新校舎の公開 11月中
授業公開 11月6日（金）

調月小学校（℡66・0595）
授業公開、講演会 11月8日（日）

丸栖小学校（℡64・3004）
授業公開、実践発表会 11月27日（金）
授業参観、制服譲渡 12月10日（木）

西貴志小学校（℡64・2024）
授業公開、講演会 11月8日（日）

中貴志小学校（℡64・2106）
授業公開、学校行事「ようこそ先輩」11月8日（日）

東貴志小学校（℡64・2027）
授業公開、授業参観、講演会 11月8日（日）

小学校・中学校などの

学校開放月間 ●小学校　※行事に関する問い合わせは各小学校へ

●中学校　※行事に関する問い合わせは各中学校へ

打田中学校（℡77・2533）
授業、実習公開 11月2日（月）～30日（月）

仙渓中学校（℡77・3664）
ゲストティーチャーを迎え授業 11月16日（月）～20日（金）

粉河中学校（℡73・2218）
授業、クラブチーム練習公開 11月2日（月）～30日（月）
１日参観日 11月20日（金）

鞆渕中学校（℡79・0006）
授業参観と劇「華岡青洲」 11月5日（木）
「能」（本物の舞台芸術） 11月17日（火）
長距離祭（荒川中と共催） 11月27日（金）
文化祭 11月28日（土）

那賀中学校（℡75・2078）
授業公開、クラブチーム活動公開 11月16日（月）～20日（金）

荒川中学校（℡66・0003）
授業公開、クラブチーム活動公開 11月2日（月）～30日（月）
長距離祭（鞆渕中と共催） 11月27日（金）

貴志川中学校（℡64・2521）
授業参観 11月28日（土）

11 月を「学校開放月間」として、教
育関係行事や学校開放を行います。地
域のみなさんに学校・教育への理解と
関心を深めていただく機会としてさま
ざまな取り組みを計画しています。

【 問 い 合 わ せ 】 学 校 教 育 課（ ℡ 64・
9162　貴志川分庁舎）

紀の川市スポーツ賞
受賞者の紹介（敬称略）

【個人の部】
■スポーツ顕賞
木守　望（京都産業大学３回生・自転車競技）写真１

■スポーツ賞
大浦弘記（貴志川高等学校３年・アーチェリー）写真２右
河原田優利（貴志川高等学校３年・アーチェリー）写真２左
南方邦宏（岐阜経済大学４回生・陸上（走り幅跳び））写真３

■スポーツ奨励賞	
森本凌功（智徳幼稚園年長　空手）写真４
西端泰宏（ＴＧＩＦ　硬式テニス）写真５
吉川晃司（紀北工業高等学校２年　レスリング）写真６右
山下高史（粉河高等学校３年　レスリング）写真６左
岡村莉沙（和歌山東高等学校３年　剣道）写真７

赤尾・広野地区
通学区域の弾力化
　近くに学校があるにもかかわらず、遠くの学
校が指定されているなど、通学距離の問題に対
応するため、平成 22 年４月１日から、赤尾・広
野地区を通学の調整区域として指定します。
　保護者からの申し出により、本来の指定校と
は別に隣接する学校にも通学することができる
ようになります。転校を希望する場合は、現在
通学している学校へ申し出てください。小学校
就学予定者には申請書を郵送します。

■対象…赤尾・広野地区に居住する、小学校就
学予定者、小・中学生・他市町村からの転入者

■転校できる学校
　  （指定校）　　　　（選択校）
　田中小学校　→　長田小学校
　打田中学校　→　粉河中学校

【問い合わせ】学校教育課（℡ 64・9162）

ALTの紹介
　外国語教育の充実や、地域の国際化を進める
ために、市が招致している外国語指導助手をＡ
ＬＴ（Assistant Language Teacher）と い い ま す。
小・中学校で英語の指導を行いながら、日本の
文化を一生懸命勉強しています。
　身近なところから始める国際交流の機会に、
街で見かけたら気軽に声をかけてください。

写真右から
Uchida  Christine  Michiko  （荒川中学校　米国出身）
Thomas  FosterⅢ  Donald  （打田中学校　米国出身）
Kaila  Davis  Deshawn  （貴志川中学校　米国出身）
Nagle  Zachary  John-David  （粉河中学校　米国出身）
Hatakeyama  Vanessa  Leigh  （那賀中学校　米国出身）

●特別支援学校　※行事に関する問い合わせは学校へ

きのかわ支援学校（℡0736・42・0415）
学校見学日 11月2日（月）～28日（土）
講演会、体験発表、映画鑑賞 11月14日（土）
授業公開 11月24日（火）～27日（金）
文化祭 11月28日（土）

【団体の部】
■スポーツ奨励賞
紀北農芸高等学校ハンドボール部　写真８
　　（左から山中孝太／東恭平／西井郁実）
西貴志野球スポーツ少年団（西貴志ドリームズ）写真９

■特別賞
ジュニア駅伝紀の川市チーム　写真 10

１２
３４

５
６７
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10
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平成20年度
一般会計決算　歳入総額

268億5,538万円
※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています。率は整
数になるよう調整し、合計で 100％になるように表示しています。

地方交付税（32％）
　86億6,409万円

国庫支出金（6％）
　16億6,948万円

県支出金（7％）
　17億1,955万円

市債（10％）
　25億6,760万円

地方譲与税（1％）
　　　3億819万円

交付金等（3％）
　　8億8,296万円

市税（26％）
70億9,800万円

その他（12％）
32億4,361万円

分担金及び負担金（2％）
4億2,193万円

使用料及び手数料（1％）
2億7,997万円

■貸借対照表（平成21年3月31日現在）■損益計算書
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
【事業収益】4億535万5,740円
　公有地取得事業収益…���� 0円
　土地造成事業収益� 4,807万7,000円
　附帯等事業収益�� 1,627万8,740円
　補助金等収益����3億4,100万円
【事業原価】5,494万1,000円
　公有地取得事業原価����� 0円
　土地造成事業原価� 5,494万1,000円
　附帯等事業原価������� 0円

【販売費及び一般管理費】561万1,504円
事業利益…3億4,480万3,236円

【事業外収益】349万18円
　受取利息������� 18万470円
　雑収益�������330万9,548円
【事業外費用】742万4,763円
　支払利息������742万4,763円
　雑損失����������� 0円
経常利益���� 3億4,086万8,491円

当期純利益��� 3億4,086万8,491円

●平成20年度紀の川市土地開発公社決算

●資産の部
【流動資産】26億363万7,887円
　現金及び預金� 1億1,214万2,349円
　未収金���������� 0円
　公有用地��17億5,226万4,423円
　特定土地��� 1億517万8,739円
　完成土地等� 5億1,605万2,376円
　開発中土地��� 1億1,800万円
【固定資産】1,000万1,800円
　有形固定資産����� 1,800円
　基本財産引当預金�� 1,000万円

資産合計�� 26億1,363万9,687円

●負債の部
【流動負債】431万6,800円
　未払金����������� 0円
　短期借入金��������� 0円
　預り金�������431万6,800円
【固定負債】40億4,251万2,000円
　長期借入金���� 40億2,000万円
　その他の固定負債（長期未払金）
　��������� 2,251万2,000円
負債合計����40億4,682万8,800円

●資本の部
【資本金】1,000万円
【準備金】△14億4,318万9,113円
前期繰越準備金�△17億8,405万7,604円
当期純利益��� 3億4,086万8,491円
資本合計���△14億3,318万9,113円

負債・資本合計� �26億1,363万9,687円
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依存財源   58.9％
158億1,187万円

自主財源   41.1％
110億4,351万円
■用語解説
自主財源…市が自主的に収入することができる
　お金
分担金及び負担金…特定の事業によって特に利
　益を受ける人に負担していただくお金
使用料及び手数料…施設の使用や特定のサービ
　スに対し負担していただくお金
市税…市民のみなさんや法人などから納めてい
　ただく税金

■用語解説
依存財源…国や県などから交付または割り当てられるお金
地方譲与税…本来地方税として徴収するべき税を国税とし
　て徴収し譲与されるお金
市債…公共事業などで多額な資金が必要なときに長期に借
　り入れるお金
県支出金…特定の事務事業に対し県から交付されるお金
国庫支出金…特定の事務事業に対し国から交付されるお金
地方交付税…財政需要に応じた財源保障の確保のために国
　から交付されるお金

市税の内訳

平成20年度
一般会計決算　歳出総額

261億6,988万円
※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています。率は整
数になるよう調整し、合計で 100％になるように表示しています。

議会費（1％）
  　2億6,770万円

総務費（24％）
　63億1,511万円

民生費（25％）
　66億1,334万円

労働費（0％）
　　　　12万円

農林業費（4％）
　11億3,352万円

商工費（1％）
　　1億8,842万円

土木費（10％）
　25億6,461万円

消防費（4％）
　　11億72万円

教育費（8％）
　20億5,480万円

公債費（14％）
　35億1,621万円

■議会費
・議会運営に要する経費 ������ 2億6,770万円

■総務費
・庁舎建設事業（基金）��������  10億48万円
・地域巡回バス運行事業��������  4,623万円
・広報紙発行事業������������  785万円
・国際交流事業�������������  551万円

■民生費
・障害福祉サービス事業��������  4億94万円
・地域生活支援事業����������  9,555万円
・次世代育成支援行動計画策定事業����  140万円
・敬老会補助事業�����������  1,192万円

■衛生費
・合併浄化槽設置整備事業�������  9,746万円
・一般廃棄物処理事業�������  4億5,876万円
・粗大ごみ戸別回収事業���������  409万円
・乳がん検診啓発事業����������  61万円

■労働費
・職業相談室整備事業 ���������� 12万円

■農林業費
・農業振興地域整備計画策定委託事業���  558万円
・黒豆の里、むらおこしプロジェクト補助事業…�134万円
・有害鳥獣捕獲補助事業���������  137万円
・食育推進事業�������������  79万円

■商工費
・シルバー人材センター運営補助事業��  3,110万円
・商工会補助事業�����������  3,158万円
・商工会商品券発行補助事業������  1,044万円
・まつり支援事業 ����������� 2,034万円

■土木費
・道路橋りょう新設改良事業������  5億30万円
・地籍調査事業����������  2億1,459万円
・都市計画マスタープラン策定事業����  684万円
・木造住宅耐震診断事業���������  132万円

■消防費
・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）購入設置事業…�822万円
・自主防災組織育成事業���������  208万円
・消防施設整備事業����������  7,974万円

■教育費
・各小中学校校舎耐震補強事業�����  1,051万円
・公民館事業�������������  5,918万円
・ALT（語学指導助手）設置事業�����  2,416万円
・青少年健全育成事業����������  700万円

■用語解説
議会費…市議会の活動にかかるお金
総務費…全般的な管理事務、徴税事務、戸籍事務、選挙事務などに
　かかるお金
民生費…高齢者・障害者福祉、子育て支援、生活保護などにかかる
　お金
衛生費…保健・環境衛生、ごみ処理、し尿処理などにかかるお金
労働費…失業対策などにかかるお金
農林業費…農林業の振興、生産基盤の整備などにかかるお金
商工費…商工業の振興、観光の振興などにかかるお金
土木費…道路、河川、公園、住宅の管理や整備などにかかるお金
消防費…消防・防災活動、防災基盤の整備などにかかるお金
教育費…学校教育・生涯教育の充実、文化・スポーツの振興などに
　かかるお金
災害復旧費…被災した施設などの復旧にかかるお金
公債費…公共事業などで多額な資金が必要なときに長期に借り入れ
　たお金の返済金

主な事業の説明

議会費��� 3,899円
総務費��9万1,989円
民生費��9万6,333円
衛生費��3万4,591円
労働費����� 2円
農林業費�1万6,511円

商工費��� 2,745円
土木費��3万7,357円
消防費��1万6,034円
教育費��2万9,931円
災害復旧費 ��  591円
公債費��5万1,219円

市民１人あたりにすると…38万1,202円

※市民１人あたりの決算額は、平成21年３月末現在の住民基本台帳人口
（68,651人）から算出しました。

歳   出

衛生費（9％）
　23億7,473万円

市民税………
固定資産税…

都市計画税…
たばこ税……

軽自動車税…
入湯税………………

31億2,128万円
31億9,274万円

2億5,343万円
3億5,793万円

1億7,181万円
81万円

※平成20年度支払利息1,336万7,614円を、損益勘定へ742万4,763円、
公有用地勘定へ594万2,851円振替算入しています。

災害復旧費（0％）
　　　4,060万円

歳   入
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会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 歳入歳出差引
一般会計 268 億 5,538 万円 261億6,988万円 6億8,550万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1億750万円 1億750万円 0円
土地取得事業特別会計 1,531万円 1,531万円 0円
国民健康保険事業勘定特別会計 77億7,436万円 75億4,565万円 2億2,871万円
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 6,692万円 6,692万円 0円
老人保健特別会計 7億9,817万円 7億9,817万円 0円
後期高齢者医療特別会計 11億6,254万円 11億4,051万円 2,203万円
介護保険事業勘定特別会計 50億61万円 48億6,459万円 1億3,602万円
公共下水道事業特別会計 20億123万円 19億7,930万円 2,193万円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 4,745万円 4,688万円 57万円
農業集落排水事業特別会計 2,428万円 2,380万円 48万円
善田農業集落排水事業特別会計 1億6,209万円 1億6,208万円 1万円
高野・五百谷簡易水道事業特別会計 427万円 427万円 0円
荒見簡易水道事業特別会計 2,504万円 2,495万円 9万円
麻生津簡易水道事業特別会計 3,908万円 3,807万円 101万円
善田・大原簡易水道事業特別会計 2,174万円 2,060万円 114万円
黒川簡易水道事業特別会計 1,759万円 1,759万円 0円
野田原・脇谷簡易水道事業特別会計 1,003万円 930万円 73万円
池田財産区特別会計 1,379万円 1,043万円 336万円
田中財産区特別会計 828万円 741万円 87万円
長田竜門財産区特別会計 157万円 97万円 60万円
竜門財産区特別会計 6万円 3万円 3万円
南北志野財産区特別会計 48万円 32万円 16万円
飯盛財産区特別会計 194万円 162万円 32万円
静川財産区特別会計 62万円 35万円 27万円
最上、神田、市場、元財産区特別会計 109万円 70万円 39万円
調月財産区特別会計 62万円 39万円 23万円
丸栖財産区特別会計 244万円 77万円 167万円
平池財産区特別会計 333万円 296万円 37万円

特別会計合計 173億1,243万円 168億9,144万円 4億2,099万円
一般会計と特別会計の合計 441億6,781万円 430億6,132万円 11億649万円

※表示金額は万円未満を四捨五入しています。
※△はマイナスです。

各会計別決算状況

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 歳入歳出差引
公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的収支 14億5,416万円 13億6,010万円 9,406万円
資本的収支 16億円 21億4,825万円 △5億4,825円

工業用水道事業会計
収益的収支 4,071万円 2,181万円 1,890万円
資本的収支 4,460万円 7,064万円 △2,604万円

※各会計ごとに四捨五入しているため、合計が一致していない場合があります。

平成20年度財政健全化判断比率の状況
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

紀の川市 － － 11.7％ 83.5％ －
早期健全化基準 （12.68％） （17.68％） （25.0％） （350.0％） （20.0％）

財政再生基準 （20.00％） （40.00％） （35.0％）

※早期健全化基準を超えると、健全化計画を策定し議会の議決を得なければなりません。また、健全化計画及び計画の実施状況を市民のみなさ
　んに公表することになります。財政再生基準を超えると財政再生団体となり、財政再生計画を策定して財政再建を目指すこととなります。

■用語解説　一般会計…行政運営の基本的な経費をまかなう会計　　　特別会計…特定の事業を行うために特定の財源でまかなう会計
　　　　　　公営企業会計…企業会計の手法で経理する会計

財産の現在高（一般会計）
区　　分 現　在　高

土地 222万944㎡
建物（木造） 6,353㎡
建物（非木造） 26万6,035㎡
出資による権利 3億9,069万円
自動車 281台

基金の現在高
区　　分 現　在　高 市民１人あたり

一般会計 108億7,734万円 15万8,444円
特別会計 15億7,872万円 2万2,996円

合　　計 124億5,606万円 18万1,440円

地方債の現在高
区　　分 現　在　高 市民１人あたり

一般会計 312億7,941万円 45万5,629円
特別会計 70億3,739万円 10万2,510円
公営企業会計 54億6,577万円 7万9,617円

合　　計 437億8,257万円 63万7,756円

図２　市民１人あたりの税収と歳出額
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図３　市民１人あたりの市債残高と基金残高
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　図１は、市税のうち普通税（目的税である入湯税
と都市計画税をのぞいた税）の使いみちとして、市
の一般会計歳出決算額に割り振った場合の目安の数
値です。

議会費1,030円

総務費
　 2万4,292円

民生費
　 2万5,439円

労働費 1円
農林業費�4,360円

商工費� 722円

土木費� 9,430円

消防費� 4,234円

教育費� 7,904円

公債費 � 1万2,986円

衛生費
　9,135円

図１　市民１人あたりの市税の使いみち

１人あたりの決算状況
　図２および図３は、「平成 20 年度地方財政状況調
査」（国に報告する調査で、一般会計と法律で定め
られる特別会計を合算した普通会計の決算）の速報
値と、平成 21 年３月末の住民基本台帳人口から算
出した比較参考表として作成しました。

　図２は、右下に行くほど歳出に対する税収入の割
合が低くなり、逆に左上に行くほど歳出に対する税
収入の割合が高くなる表となっています。当市は県
内の市平均より税収が低く歳出額が高いことがわか
ります。

　図３は、右下に行くほど市の借金が少なくて貯金
が多くなり、逆に左上に行くほど市の借金が多く貯
金が少なくなる表となっています。このことから、
当市は県内の市平均より借金は少し多いが貯金は倍
以上あることがわかります。

財産・資産・市債の決算状況
平成20年度中の一時借入金はありま
せんでした。

市民１人あたり
9万9,689円

※市民１人あたりの金額は、平成 21 年３月末現在の住
民基本台帳人口から算出した参考値です。

災害復旧費 156円
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執
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●
平
成
21
年
度
予
算
の
執
行
状
況
（
平
成
21
年
９
月
末
現
在
）

会　　　計　　　名 現計予算額 収入済額と執行率 支出済額と執行率
一般会計 321億1,154万円 130億3,125万円 41% 118億5,510万円 37%

特　
　

別　
　

会　
　

計

住宅新築資金等貸付事業特別会計 8,310万円 2,327万円 28% 3,420万円 41%
土地取得事業特別会計 200万円 2万円 1% 0円 0%
国民健康保険事業勘定特別会計 78億8,612万円 30億41万円 38% 32億68万円 41%
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 7,540万円 3,034万円 40% 3,115万円 41%
老人保健特別会計 4,567万円 97万円 2% 47万円 1%
後期高齢者医療特別会計 12億8,543万円 5億361万円 39% 4億7,196万円 37%
介護保険事業勘定特別会計 53億2,634万円 21億2,740万円 40% 20億5,183万円 39%
公共下水道事業特別会計 21億8,175万円 6,501万円 3% 3億4,067万円 16%
特定環境保全公共下水道事業特別会計 8,602万円 1,623万円 19% 1,986万円 23%
農業集落排水事業特別会計 2,388万円 275万円 12% 1,055万円 44%
善田農業集落排水事業特別会計 1億3,150万円 0円 0% 624万円 5%
高野・五百谷簡易水道事業特別会計 570万円 132万円 23% 119万円 21%
荒見簡易水道事業特別会計 2,349万円 811万円 35% 850万円 36%
麻生津簡易水道事業特別会計 4,058万円 1,798万円 44% 1,143万円 28%
善田・大原簡易水道事業特別会計 3,129万円 338万円 11% 815万円 26%
黒川簡易水道事業特別会計 1,570万円 211万円 13% 423万円 27%
野田原・脇谷簡易水道事業特別会計 970万円 405万円 42% 139万円 14%
池田財産区特別会計 940万円 470万円 50% 50万円 5%
田中財産区特別会計 609万円 222万円 36% 47万円 8%
長田竜門財産区特別会計 120万円 102万円 85% 0円 0%
竜門財産区特別会計 8万円 7万円 88% 0円 0%
南北志野財産区特別会計 39万円 26万円 67% 1万円 3%
飯盛財産区特別会計 60万円 31万円 52% 2万円 3%
静川財産区特別会計 420万円 40万円 10% 0円 0%
最上、神田、市場、元財産区特別会計 90万円 39万円 43% 0円 0%
調月財産区特別会計 100万円 23万円 23% 0円 0%
丸栖財産区特別会計 222万円 212万円 95% 0円 0%
平池財産区特別会計 151万円 37万円 25% 8万円 5%
特別会計合計 172億8,126万円 58億1,905万円 34% 62億358万円 36%

各会計別予算執行状況

財産の現在高（一般会計）
区　　分 現在高

土地 221万8,161㎡
建物（木造） 6,454㎡
建物（非木造） 26万5,082㎡
出資による権利 3億9,069万円
自動車 282台

基金の現在高
区　　分 現在高 市民1人あたり
一般会計 114億4,014万円 16万7,219円
特別会計 9億9,915万円 1万4,604円
合　　計 124億3,929万円 18万1,823円

地方債の現在高
区　　分 現在高 市民1人あたり

一般会計 297億6,993万円 43万5,144円
特別会計 69億6,252万円 10万1,770円
公営企業会計 53億4,380万円 7万8,110円

合　　計 420億7,625万円 61万5,024円

平成21年９月末現在の
財産・資産・市債の状況

公 

営 

企 

業 

会 

計

水道事業会計

収益的収入 15億1,992万円 6億5,684万円 43% － －
収益的支出 13億9,929万円 － － 3億616万円 22%
資本的収入 16億8,471万円 0円 0% － －
資本的支出 21億6,867万円 － － 17億2,059万円 79%

工業用水道事業会計

収益的収入 4,389万円 1,970万円 45% － －
収益的支出 2,493万円 － － 959万円 38%
資本的収入 1億4,851万円 0円 0% － －
資本的支出 1億5,752万円 － － 446万円 3%

平成21年度一般会計の上半期の主な補正予算内容
放課後児童健全育成事業��������� 1,140万円
地方の元気再生推進事業（新規）������  1,331万円
新規就農者支援事業（新規）��������  150万円
商工会合併特例補助金����������  250万円
小中学校転倒防止対策事業（新規）�����  310万円
名手本陣駐車場整備事業（新規）�����  2,046万円
住宅用火災警報器設置事業（新規）���  1億1,340万円
保育施設地上デジタルテレビ整備事業（新規）…� 663万円
市民交流活性化事業（新規）��������  965万円
農地有効利用支援整備事業（新規）����  3,765万円

都市公園等整備事業（新規）�������  9,500万円
学校情報通信技術環境整備事業（新規）��  9,823万円
土地・家屋台帳電子化事業��������� 105万円
新型インフルエンザ予防対策事業（新規）��� 114万円
女性特有がん検診推進事業（新規）����  1,784万円
火葬場整備事業（新規）����������  760万円
京奈和道路関連受託事業（新規）������  850万円
小規模土地改良事業���������� 1,035万円
林道整備事業�������������� 174万円
名手駅前地区整備事業��������  1億4,978万円

平成21年度一般会計予算の執行状況

議会費 2億6,594万円 1億2,850万円 48%

総務費 64億5,751万円 36億8,627万円 57%

民生費 72億3,370万円 24億9,454万円 35%

衛生費 24億6,645万円 9億6,280万円 39%

労働費 14万円 6万円 43%

農林業費 16億3,313万円 2億3,984万円 15%

商工費 1億8,310万円 1億1,634万円 64%

土木費 33億2,650万円 7億3,373万円 22%

消防費 13億2,064万円 4億6,455万円 35%

教育費 56億49万円 12億4,456万円 22%

災害復旧費 1万円 0円 0%

公債費 35億8,112万円 17億8,391万円 50%

予備費 4,281万円

0 50％ 100％科目名と予算額 支出済額と執行率

平成21年度
一般会計歳入
　　321億1,154万円の予算
　　に対して、９月末現在で
　　130億3,125万円（41％）
　　の収入がありました。

自
主
財
源

市税　 68億4,910万円 49億5,589万円 72%

市民税 28億5,150万円 16億7,400万円 59%

固定資産税 31億1,220万円 26億617万円 84%

軽自動車税 1億7,290万円 1億6,772万円 97%

たばこ税 3億2,600万円 1億7,794万円 55%

入湯税 70万円 35万円 50%

都市計画税 3億8,580万円 3億2,971万円 85%

分担金及び負担金 4億1,485万円 1億7,564万円 42%

使用料及び手数料 2億7,868万円 1億2,800万円 46%

その他 35億1,863万円 6億3,694万円 18%

依
存
財
源

地方交付税 90億1,064万円 59億6,035万円 66%

地方譲与税 2億9,400万円 9,219万円 31%

交付金等 8億4,598万円 4億9,826万円 59%

国庫支出金 29億8,498万円 3億8,075万円 13%

県支出金 21億5,098万円 2億323万円 9%

市債 57億6,370万円 0円 0%

0 50％ 100％科目名と予算額 収入済額と執行率
※収入済額と支出済額の差引不足額については、一時的運用によって措置しています。

※ 6月・9月に予算の補正を行っているので当初予算額から変わっている会計があります。
※表示金額は万円未満を四捨五入し、率は整数になるように調整しています。

平成21年９月末現在の一時借入金はありません。

※市民１人あたりの金額は、平成 21 年９月末現在の住民基本台帳人口から算出した参考値です。

平成21年度
一般会計歳出
　　321億1,154万円の予算
　　に対して、９月末現在で
　　118億5,510万円（37％）
　　の支出がありました。
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す
。
申
告
書
が
出
て
い
な
い
と

き
は
、
申
告
書
を
出
し
た
場
合

に
く
ら
べ
て
、
年
金
か
ら
所
得

税
が
多
く
差
し
引
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
の
申
告

内
容
に
変
更
の
な
い
場
合
も
提

出
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

日
曜
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

市
役
所
の
執
務
時
間
内
に
必

要
な
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
で
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
が
電
話
予
約
（
受
付
は
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）を
す

る
こ
と
で
、日
曜
日
に
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
類

印
鑑
証
明
書

住
民
票

課
税（
非
課
税
）所
得
証
明
書

納
税
証
明
書

評
価
証
明
書

公
課
証
明
書

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
・
市
民

税
課
・
各
支
所
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
印
鑑
証
明

書
以
外
は
郵
送
で
も
請
求
で
き

案
内

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
・
市

民
税
課
（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）
各
支
所
の
電
話
番
号
は

30
ペ
ー
ジ
に
記
載

地
籍
調
査
の
登
記
完

了
地
域

　

王
子
地
域
の
地
籍
調
査
の
成

果
に
基
づ
く
登
記
事
務
が
完
了

し
ま
し
た
。

完
了
し
た
地
域
の
小
字
名

■
王
子
（
那
賀
地
区
）
…
全
域

（
21
年
８
月
28
日
完
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
地
籍
調
査
課

（
℡
66
・
１
１
０
０　

桃
山
分

庁
舎
）

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
を
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
は
、
今
年
一
年

間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含

む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
毎
年
11
月
上

旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
控
除
証

明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

℡

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
０
３
・
６
７

０
０
・
１
１
３
０
）
和
歌
山
東

社
会
保
険
事
務
所　

０
７
３
・

４
７
４
・
１
８
４
１

年
末
調
整
説
明
会

　

21
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
、
法
定
調
書
等
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
の
説
明
。
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

扶
養
親
族
等
申
告
書

の
提
出
は
忘
れ
ず
に

　

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
そ
の
年
に
受
け
取

る
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

（
65
歳
以
上
の
場
合
１
５
８
万

円
以
上
）
の
人
に
「
公
的
年
金

等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
22
年
に
支
払
わ
れ

る
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
所

得
税
額
を
決
め
る
際
に
、
所
得

控
除
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う

か
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
も
の
で

統
計
調
査
員
を
募
集

　

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
登
録
統
計
調
査
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
統
計
調
査
員
と
は
…
統
計
調

査
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
国
勢
調
査
や
農

林
業
セ
ン
サ
ス
、
工
業
統
計
な

ど
、年
間
に
数
回
行
わ
れ
ま
す
。

統
計
調
査
対
象
の
世
帯
や
事
業

所
な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
票
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
調
査
票

に
正
し
く
記
入
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
統
計
調
査
の
趣
旨
や
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
記

入
さ
れ
た
調
査
票
の
取
集
、
点

検
・
整
理
な
ど
を
し
て
い
た
だ

く
の
が
統
計
調
査
員
で
す
。

　

回
収
し
た
調
査
票
は「
統
計
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
統
計
調

査
の
結
果
と
し
て
世
の
中
に
公

表
さ
れ
、広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
人
）

○
市
内
在
住
又
は
在
勤
で
満
20

歳
以
上
の
人

○
責
任
を
持
っ
て
調
査
員
の
仕

事
を
行
え
る
人

○
調
査
時
に
知
り
え
た
秘
密
を

守
れ
る
人

○
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接

関
係
の
な
い
人

■
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出

席②
担
当
調
査
区
の
範
囲
と
調
査

対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
と
記
入
の
依

頼
（
記
入
の
仕
方
の
説
明
）

④
記
入
済
み
調
査
票
の
回
収
・

点
検
・
整
理

⑤
調
査
関
係
書
類
の
提
出

■
身
分
と
待
遇

○
調
査
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

公
務
員
と
な
り
ま
す
。

○
調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価

と
し
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

○
調
査
活
動
中
の
事
故
等
に
対

し
て
補
償
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
調
整
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

農
産
物
の
出
品
募
集

（
農
芸
祭
）

　

11
月
23
日

（月）
に
開
催
予
定
の

県
立
紀
北
農
芸
高
等
学
校
農
芸

祭
で
は
、
農
産
物
品
評
会
へ
の

出
品
（
農
産
物
、
花
木
、
手
芸

品
な
ど
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
紀
北
農

芸
高
等
学
校
（
℡
０
７
３
６
・

22
・
１
５
０
０
）

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

■
と
き
…
11
月
29
日

（日）
午
前
８

時
受
付
／
午
前
８
時
30
分
開
会

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
体
育
館

■
参
加
資
格
…
市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
人

■
種
目
…
一
般
の
部　

中
学
生

以
上
の
男
女
で
１
チ
ー
ム
10
～

15
人
／
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

小
学

３
～
６
年
生
の
男
女
で
１
チ
ー

ム
12
～
20
名
※
男
女
混
合
可
、

20
歳
以
上
の
監
督
を
置
く
こ
と

■
申
込
方
法
…
11
月
20
日

（金）
ま

で
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
各
館
ま

で
所
定
の
申
込
用
紙
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

参
加
費
…
一
般
の
部
１
，
０
０

０
円
／
チ
ー
ム　

ジ
ュ
ニ
ア
の

部
５
０
０
円
／
チ
ー
ム　
（
保

険
代
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
（
℡
64
・
９
１
６
４
）

公
共
施
設
な
ど
へ
の
落
書
き
は
犯
罪
で
す
。
市
は
、「
人
権
を
大
切
に
」
と
い
う
市
民
の
願
い
を
こ
め
て
人
権
啓
発
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
の
心
を

傷
つ
け
る
落
書
き
を
発
見
し
た
と
き
は
、
人
権
啓
発
推
進
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
・
税
金
・
募
集

●納期限のお知らせ　11月30日（月）
■国民健康保険税　第 6 期
　【問い合わせ】国保年金課　℡ 77・2511

■後期高齢者医療保険料　第 5 期
　【問い合わせ】国保年金課　℡ 77・2511

■介護保険料　第 6 期
　【問い合わせ】高齢介護課　℡ 75・5328

●夜間・休日の納付、納税相談窓口
　平日の昼間に来庁できない人のための、税金の
納付・納税相談窓口を、毎週木曜の夜と第２日曜
日（11月は８日）に設けています。ご利用ください。
　対象となる税は、国保税、固定資産税・都市計
画税、市県民税、軽自動車税です。

■ところ…収税課・市民税課・国保年金課
■開設時間…木曜日は午後８時まで
　第２日曜日は午前９時～午後０時30分

税
金

募
集

（e-T
ax

）
の
概
要
な
ど
も
説

明
し
ま
す
。

■
日
程

11
月
25
日

（水）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
（
か

つ
ら
ぎ
町
丁
ノ
町
）

11
月
27
日

（金）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

（
岩
出
市
荊
本
）

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
税
務

署
（
℡
73
・
３
３
０
１
）
／

粉
河
納
税
協
会
（
℡
73
・

２
４
６
６
）

投票所の変更期日前
と投票日

11 月 15 日執行予定の
紀の川市長選挙
紀の川市議会議員一般選挙
の選挙から、
第１期日前投票所（打田地
区）と投票日の第 107 投票
所の設置場所を次のとおり
変更します。

【問い合わせ】
市選挙管理委員会（℡ 77・
0834　本庁総務課内）

■
変
更
前
…
市
役
所
南
別
館

　
　
　

↓
↓
↓

■
変
更
後
…
打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
市
役
所
西
と
な
り
）
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広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会　

髙
岡
（
℡
66
・
０

９
９
７
）

紀
の
川
市
産
業
ま
つ

り
　

農
産
物
品
評
会
、
農
産
物
直

売
、
も
ち
ま
き
な
ど

■
と
き
…
11
月
21
日

（土）
午
後
１

時
～
午
後
８
時
、
11
月
22
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
体
育
館
、

貴
志
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
振
興
課

（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分

庁
舎
）

第
23
回
百
合
山

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

ク
イ
ズ
や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
ま
じ
え

た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

■
と
き
…
11
月
22
日

（日）
９
時
30

分
開
会　

雨
天
の
場
合
23
日

（月）

■
と
こ
ろ
…
百
合
山
新
四
国

八
十
八
カ
所

■
集
合
…
竹
房
橋
下
紀
の
川
河

丸
栖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
作
品
展

　

作
品
展
示
や
バ
ザ
ー
な
ど

■
と
き
…
11
月
７
日

（土）
午
後
7

時
～
9
時
30
分
、
11
月
８
日

（日）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
…
丸
栖
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】
丸
栖
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
64
・

７
２
７
０　

月
火
祝
休
館
）

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ

　

粉
河
高
校
・
和
歌
山
大
学
・

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
、
手
作

り
カ
フ
ェ
を
開
設
し
ま
す
。

■
と
き
…
11
月
７
日

（土）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
…
粉
河
寺
大
門
橋
北

催
し

詰
半
田
駐
車
場

■
内
容
…
Ｋ
Ｌ
Ｂ
（
粉
河
ラ
テ

ン
バ
ン
ド
）・
合
唱
部
・
琴
部
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
粉
河
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
討
論

会
、
物
産
品
の
開
発
発
表
会
、

学
生
手
作
り
の
軽
食
販
売
、
輪

投
げ
・
当
た
り
く
じ
の
出
店
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課

（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分

庁
舎
）

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
地
球
温
暖
化
」

講
演
会
in
紀
の
川

　

テ
ー
マ
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
／
低
炭
素
社
会
の
構
築

の
た
め
に
」

「
屋
上
緑
化
と
バ
イ
オ
コ
ー
ク

ス
の
取
組
み
」
な
ど
大
学
内
の

施
設
見
学
も
し
ま
す
。

■
と
き
…
11
月
８
日

（日）
午
後
１

時
～
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
…
近
畿
大
学
生
物
理

工
学
部
３
階
講
義
室

【
問
い
合
わ
せ
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ
か

や
ま
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
℡

０
７
３
・
４
３
２
・
０
２
３
４
）

今
月
の　
　
　
　

BU
・
RA
・
YO
・
R I

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

（
出
演
者
）
ポ
セ
イ
ド
ン

■
と
き
…
11
月
14
日

（土）
午
後
3

時
～

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】
貴
志
川
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡
64
・

２
２
７
３
）

ふ
れ
あ
い
デ
ー2009

　

in
農
業
試
験
場

　

試
験
研
究
結
果
の
紹
介
、
場

内
施
設
の
案
内
や
野
菜
販
売
な

ど■
と
き
…
11
月
14
日

（土）
午
前
10

時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ
…
農
林
水
産
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
（
貴
志

川
町
高
尾
）

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
試
験
場

（
℡
64
・
２
３
０
０
）

11
月
の
天
文
台
観
望

会
■
日
程

11
月
14
日

（土）
『
秋
の
星
座
と
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
』

11
月
28
日

（土）
『
月
と
木
星
』

い
ず
れ
も
午
後
7
時
30
分
～
8

時
30
分
（
天
候
不
順
の
と
き
は

中
止
）

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員
…
各
先
着
20
人
（
電
話

で
申
し
込
み
、
中
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
必
要
）

第
8
回
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会

■
と
き
…
11
月
15
日

（日）

受
付
午
前
9
時
／
ス
タ
ー
ト
9

時
30
分

雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

■
集
合
…
紀
の
川
市
桃
山
分
庁

舎■
歩
行
コ
ー
ス
…
桃
山
分
庁
舎

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
て

最
初
ケ
峰
を
通
り
百
合
山
新
四

国
八
十
八
カ
所
を
巡
る
約
10
キ

ロ■
参
加
費
…
２
０
０
円

■
持
ち
物
…
弁
当
・
水
筒
・
雨

具小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
。
申
し
込
み
不

要
。
当
日
集
合
場
所
に
集
ま
っ

川
敷
（
ゴ
ー
ル
は
最
初
が
峰
）

■
持
ち
物
…
弁
当
（
豚
汁
サ
ー

ビ
ス
あ
り
）、
参
加
経
験
の
あ

る
人
は
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

■
申
し
込
み
…
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
電
話
を
記
入
し
（
様

式
は
定
め
ま
せ
ん
）
打
田
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
77
・

２
７
９
９
）
へ

■
申
込
締
切
…
11
月
15
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
】
打
田
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
℡
77
・
３
１
４

０
）
ま
た
は
、
百
合
山
の
自
然

と
遺
跡
を
生
か
す
会　

大
井
（

℡
77
・
３
８
９
１
）

「
き
の
か
わ
キ
ッ
ズ

体
験
隊
」

　

野
外
炊
飯
や
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ー
チ
な
ど
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

■
と
き
…
11
月
29
日

（日）

■
と
こ
ろ
…
紀
北
青
少
年
の
家

■
対
象
…
市
内
小
学
校
４
～
６

年
生
（
１
０
０
人
程
度
）

■
申
込
期
間
…
11
月
4
日

（水）
～

13
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
学
習
課

（
℡
64
・
９
１
６
３　

貴
志
川

分
庁
舎
内
）

こ
か
わ
こ
ど
も
ま
つ

り
第
18
回
こ
か
わ
こ
ど
も
ま
つ
り

～
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
も
の
づ

く
り
の
よ
ろ
こ
び
～

■
と
き
…
12
月
５
日

（土）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー

■
内
容
…
①
ク
ラ
フ
ト
体
験

（
有
料
）、②
料
理
体
験（
有
料
）、

③
よ
み
き
か
せ
、
④
親
子
ふ
れ

あ
い
映
画
会
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）

■
前
売
り
券
発
売
・
映
画
会
入

場
整
理
券
の
配
布
開
始　

11
月

21
日

（土）
午
前
10
時　

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー（
℡
73
・
３
３
１
２
）

■
参
加
費
…
一
般
２
０
０
円
／

高
校
生
以
下
１
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
２
２
１
１　

月

火
祝
休
館
）

東
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

作
品
展
示
、
芸
能
発
表
会
、
模

擬
店
ほ
か

■
と
き
…
11
月
14
日

（土）
午
前
10

時
～
午
後
9
時
、
11
月
15
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
…
東
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】東
貴
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
64
・

３
８
７
７　

月
火
祝
休
館
）

催
し

第７回紀の川市人権講演会
「ふれあいトーク＆ライブ」

講　師
　さとう宗幸さん
テーマ
　二度とない　人生だから

と　き
　11 月 29 日（日）
　午後 0 時 30 分開場 / 午後 1 時 30 分開演
ところ
　貴志川生涯学習センターかがやきホール

手話通訳あり
一時保育あり（事前申し込みが必要。対象者
は、満１歳～小学２年生です）

同時開催
　心なごむフォトコンテスト2008パネル展

【問い合わせ】
人権啓発推進課（℡77・0855、77・0863）

第27回和歌山県小学校「人権の花運動」
 ○優秀賞

　鞆渕小学校
　東貴志小学校
　田中小学校高野分校
　麻生津小学校
　長田小学校
　安楽川小学校

○奨励賞
　田中小学校
　粉河小学校
　川原小学校
　池田小学校

表彰

○おめでとうございます（敬称略）

　法務大臣表彰
　　　河原詔子（人権擁護委員）

広告主を募集しています
あなたのお店を広報紀の川でPRしませんか。（有料）



広報紀の川 2009・11　30

↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、環境、
地域巡回バス、国勢調査、入札、上水道な
ど

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人式、
文化財、青少年健全育成、生涯スポーツなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター

℡ 77・0857
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。

31　広報紀の川 2009・11

31 病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

※相談のページの「平日」とは、
祝日を除く月曜日～金曜日のこ
とです。

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

○
11
月
11
日
（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
11
月
17
日
（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

○
11
月
18
日
（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
11
月
11
日
（水）
午
後
1
時
～
3
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
相
談

室○
12
月
９
日

（水）
午
後
1
時
～
3
時

　

本
庁
南
別
館
３
階
応
接
室

■
市
内
一
斉
特
設
人
権
相
談

　

市
内
5
会
場
で
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
12
月
４
日

（金）
午
後
1
時
～
4
時

　

本
庁
南
別
館
３
階
応
接
室
・
粉
河

分
庁
舎
3
階
Ｅ
会
議
室
・
那
賀
総
合

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室
・
桃
山
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室
・
貴
志

川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談
室

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や
安

定
し
た
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。子

ど
も

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
）
水
曜
を
除
く
平
日
の

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

　

自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
関
す
る
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
７
・
１
１
５
２

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
8
時
／

土
、
日
、
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
4

時
30
分

消
費
生
活

■
架
空
請
求
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
（
紀
の
川
く
ら

し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
）

℡
77
・
１
７
７
０

毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３

時
本
庁
北
別
館
１
階
く
ら
し
の
窓
口

弁
護
士
相
談

■
巡
回
法
律
相
談

℡
0
５
0
・
3
３
８
３
・
５
４
５
７

（
法
テ
ラ
ス
和
歌
山
）

12
月
2
日

（水）
午
後
1
時
～

本
庁
北
別
館
２
階
会
議
室
（
電
話
予

約
が
必
要　

先
着
6
人
）
相
談
者
に

は
収
入
要
件
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
労
働
者
の
健
康
相
談

℡
０
７
３
６
・
４
２
・
２
５
０
２
（
伊

都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
ま
で
、
那
賀
休
日
急

患
診
療
所
で
、
産
業
医
が
健
康
相
談

や
健
康
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
７
０
７
０
（
和

歌
山
県
子
ど
も･

女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
）
月
・
水
曜
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
金
曜
の
午
前
10
時

～
午
後
６
時

　

頭
部
外
傷
や
脳
血
管
障
害
な
ど
が

原
因
で
、
言
語
や
記
憶
な
ど
日
常
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
生
じ
て
い

る
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
情
報

提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

就
職

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時

　
■
巡
回
職
業
相
談　

11
月
17
日
（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
１
時
～

２
時

古
和
田
会
館
／
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
電
話
予
約

必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
11
月
10
日

（火）
、
17
日

（火）
、
24

日
（火）
（
電
話
予
約
必
要
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
子

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分（
電
話
予
約
必
要
）

そ
の
他

■
犯
罪
被
害
者
に
関
す
る
電
話
相
談

℡
０
７
３
・
４
２
７
・
１
０
０
０

（
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

○
相
談
は
、
月
～
金
曜
日
正
午
～
午

後
４
時
・
木
曜
日
午
後
６
時
～
午
後

９
時
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

オウム真理教関係
特別手配被疑者の
発見検挙にご協力を

　警察庁指定特別手配被疑者の
「平田信」「高橋克也」「菊池直子」
の 3 人に関する情報をお寄せく
ださい。似た人を見かけたら岩出
警察署へ電話してください。

■ 3 人の特徴
平田　信…44 歳、身長約 183 セ

ンチ、ひげが濃く歯並
びが悪い、左首筋にホ
クロ

高橋克也…51 歳、身長約 173 セ
ンチ、眉毛が濃く頭が
大きい、近視

菊池直子…37 歳、身長約 159 セ
ンチ、右こめかみに約
4 ミリ右目下に約 1 ミ
リのホクロ

【連絡先】岩出警察署（℡ 63・
0110）

と
っ
て
も
ヘ
ル
シ
ー
、
食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
に
貢
献
。
青
洲
の
里
で
は
、
米
粉
創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
（
11
月
20
日
ま
で
）
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
地
元
産
の
米
粉
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。【
問
い
合
わ
せ
】
青
洲
の
里
（
℡
75
・
６
０
０
８
）

編集後記

国内各地の広報担
当者と交流してい
ます。 ▼「笑顔は最
高の化粧」 ▼千葉
県芝山町の広報担
当者に教えてもら
いました。 ▼ 常に
心がけたいと思い
ます（筒井）
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と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

開館
状況

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

桃
山

図
書

館
（

℡
66・

9678）

貴志川図書館（℡
64

・46
14

） 　

奥
家
は
通
称
「
お
き
ど
ん
」

（
奥
殿
が
な
ま
っ
た
言
葉
）
と

呼
ば
れ
、
今
日
ま
で
８
５
０
年

続
い
て
い
る
由
緒
あ
る
旧
家
で

す
。

　

平
安
後
期
、
陸む

奥つ

の
国
（
現

在
の
山
形
県
～
青
森
県
）
か
ら

来
荘
し
た
奥
義
盛
（
大
津
荘
、

真
国
荘
、
荒
川
荘
の
追つ

い
ぶ
し

捕
使
）

を
祖
と
し
、
そ
の
子
盛
弘
は
白

河
天
皇
の
御
代
、
院
を
守
る
北

面
の
武
士
と
な
り
ま
し
た
。
後

に
鳥
羽
院
庁
の
検
使
と
な
り
、

長
承
３
年
（
１
１
３
４
）
荒
川

荘
、
田
仲
荘
、
吉
仲
荘
の
境
界

争
い
を
解
決
し
、
ま
た
鳥
羽
院

庁
の
命
に
よ
り
荒
川
荘
の
四し

い
し至

（
領
域
）
牓ほ

う
じ示

（
領
域
を
示
す

杭
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
元
の
乱
後
、
盛
弘
は
鳥
羽

上
皇
の
后　

美
福
門
院
（
出
家

し
て
真
性
尼
）
が
荒
川
荘
へ
隠

棲
の
折
、
門
院
に
従
っ
て
来
荘

し
、
門
院
に
よ
く
仕
え
荒
川
荘

の
公く

も
ん
し
き

文
職
（
公
文
書
・
年
貢
の

徴
収
）
及
び
追
捕
使
（
軍
事
・

警
察
官
）
に
任
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
奥
家
は
代
々
、

公
文
・
追
捕
使
の
職
に
あ
り
荒

川
荘
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

　

動
乱
期
の
南
北
朝
、
戦
国
、

安
土
桃
山
時
代
の
各
時
代
に

代
々
武
士
と
し
て
転
戦
し
、
戦

功
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
根
来
惣
福
院
に
住
み
、
各

地
に
転
戦
し
、
勇
者
た
る
名
声

を
と
ど
ろ
か
せ
た
根ね

ご
ろ
こ
み
っ
ち
ゃ

来
小
蜜
茶

が
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
奥

家
の
格
式
や
家
柄
は
重
ん
じ
ら

れ
、
三
船
神
社
の
遷
宮
や
祭
礼

の
時
に
は
公
文
と
し
て
一
番
上

座
に
着
座
し
、
ま
た
地
士
頭
、

庄
屋
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
は
幾
度
も
飢
饉
に

み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
度
、

奥
家
は
所
蔵
の
米
を
放
出
し
、

家
財
を
売
っ
て
米
穀
に
か
え
、

窮
民
を
救
い
ま
し
た
。

　

西
側
に
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
奥

屋
敷
は
武
家
・
庄
屋
を
彷
彿
と

さ
せ
ま
す
。
濠
に
そ
っ
て
南
北

に
馬
出
し
が
残
り
、
往
時
を
想

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
南

側
の
表
側
の
前
方
に
あ
る
樹
齢

４
０
０
年
の
桜
の
木
は
毎
春
見

事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

百
数
十
年
の
歴
史
を
刻
む
建
物

は
大
黒
柱
、
梁
、
そ
の
他
内
部

の
装
飾
に
か
つ
て
の
大
地
主
の

財
力
の
す
ご
さ
が
し
の
ば
れ
ま

す
。

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名

□冷え知らずのしょうがレシピ／早乙女孝子／ＰＨＰ研究所／那賀
□新参者／東野圭吾／講談社／打田・桃山
□引き出しの中のラブレター／新堂冬樹／河出書房新社／貴志川
□あきですよ／柴田晋吾  作・津田真帆 絵／金の星社／粉河
□てをあらおう／いしかわまさゆき作・絵／講談社／打田

わたしのまちの文化財その 26　奥家住宅

荒川荘と共に 850 年

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■読み聞かせの予定

11 月
 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

  5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 1
 2
 3
 4 

12月

○

蔵
書
点
検
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た
め
、
休

館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た

め
、休
館
し
ま
す
。

打田図書館 11 月 20 日（金） AM 9 ：45 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）
粉河図書館 11 月 21 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい（こども向け）
那賀図書館 11 月 28 日（土） AM 10：00 ～ おはなしれっしゃ
桃山図書館 11 月 18 日（水） PM 2 ：00 ～ 赤ちゃんみらい号

11 月 20 日（金） PM 3 ：30 ～ こどもみらい号
貴志川図書館 12 月 6 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

★としょかんのおすすめ本
■物価の文化史事典／森永卓郎・監修／展望社／打田図書
館　
　物価というのは、所得とならんで、我々の生活の最も身
近な経済指標である。公共料金から総理大臣の給与まで、
近代日本 100 年余の物価の推移がひとめでわかります。

★蔵書点検による休館のお知らせ★
下記の日程で紀の川市立図書館の蔵書点検を行います。

点検期間は休館となりご不便をおかけしますが、ご理解よ

ろしくおねがいします。

●桃山図書館　11 月 9 日（月）～ 14 日（土）

●打田図書館　11 月 24 日（火）～ 12 月 7 日（ 月）

奥家は桃山町小林地区東部の高台に位置し、東に紀の川以南の平野部と西に
最上の台地を見守っていたものと思われます。
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■この畑、全部紀の川柿 　10/14

　北涌で紀の川柿を栽培している坂本圭造さん。
紀の川柿は、平

ひ ら た ね な し が き

核無柿などの渋柿に固形アルコー
ルを入れた袋を被せ、樹上で渋を抜いた柿のこ
とで、糖度が高く甘いのが特徴です。木に負担が
かかるので、すべて紀の川柿というのはとても
めずらしい栽培方法ですが、坂本さんは 10 年
以上この方法で栽培しています。「すべての実に
陽があたるように枝の手入れをして、摘果も多
めにしています」と秘訣を教えてくれました。

■日本の文化を学ぶ　9/29

　韓国ソウル近郊の高校２年生たち 48 人が、日韓文化交流基金の事業の一環で、
桃山町神田の「桃りゃんせ夢工房」などを訪れました。生徒たちは、あら川の桃
を使った桃ジャムや蒸しパン作りを体験。桃をかきまぜながら煮詰めていくと、
あたりに桃の甘い香りが漂います。
　青少年交流が目的で、１週間の日程で韓国から和歌山へ来た生徒たち。和歌
山市の星林高等学校の生徒宅などにホームステイして日本の高校生の文化や考
え方を学びました。
　今回の滞在をきっかけに、これからも日本の高校生たちと交流を続けていき
たいと話す、趙

ゾョウ

 秀
スーキョン

京さんは、ビン詰めする前の桃ジャムを味見して「うん、上
手にできた。甘くておいしい」

■自然がお手本のビオトープ

　10 月９日、全国学校ビオトープ・コンクール
2009 の審査委員が田中小学校を訪れました。
ビオトープ（野生の生き物が暮らす場所）は、多
くの生物が暮らすことのできるよう、児童たち
が学校周辺の自然を調査し、自分たちで設計図
から作成して去年の 12 月に完成したばかりで
す。審査委員の谷村載美さんは、審査を行うと
ともに、これからビオトープを維持していくた
めのポイントをアドバイスしていました。

■神にささげる舞　10/18

　海神社の秋祭り。神にささげる豊栄舞（とよ
さかのまい）を披露しているのは池田小６年の
辰谷京香さん（左）と壷井美咲さん。５月から
練習して臨んだ舞台、緊張していないと言って
いましたが、演じ終わった後ほっとした笑顔を
見せていました。２人を指導してきた山田幸代
さんは、「２人を見た地域の子どもたちに、興味
を持ってもらい、文化を継承していければ」と
話していました。

■中学生よ、町に出よう　9/25

　貴志川中の生徒会がはじめたマナーアップ運
動。早朝の駅で通勤・通学客に声をかけます。
貴志駅では、たま駅長ときしゅう君も活動を応
援。実は、きしゅう君のぬいぐるみを着ていた
のも貴志川中の生徒でした。「とにかく暑かった」
そうです。

「地域で評価を得ることで学校が良くなれば」と
の思いで始まったこの運動、年数回を続けてい
きたいとのこと。継続は力なり、がんばって。
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人の動き（21 年 9 月末現在）
人口　68,690 ／世帯　25,245
　男　32,723 ／　女　35,967

旬
の
食
材
を
も
ち
よ
っ
て

　

桃
山
町
の
中
林
さ
ん
（
写
真
左
）
細
川
さ

ん
（
中
央
）・
永
長
さ
ん
（
右
）
は
、
大
の
仲

良
し
で
、
自
宅
で
採
れ
た
野
菜
や
魚
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
月
３
回
程
度
集
ま
っ
て
、
昔
な

が
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
新
し
い
レ
シ
ピ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
献
立
の
基
本
は
、
地

元
産
の
食
材
で
体
に
い
い
も
の
を
お
い
し
く

料
理
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
今
回
、
鯛
は

中
林
さ
ん
の
息
子
さ
ん
が
加
太
で
釣
っ
て
き

た
も
の
、
赤
飯
の
小
豆
・
栗
は
細
川
さ
ん
、

茶
碗
蒸
し
の
ぎ
ん
な
ん
と
漬
け
物
は
永
長
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。「
一
人
で
料
理
し
よ
う
と
思
っ
て
も
出
来

な
い
こ
と
で
も
三
人
で
す
る
と
な
ん
で
も
で

き
る
ん
や
で
～
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
家
に
持
ち

帰
っ
て
ご
主
人
に
「
ど
う
、
お
い
し
い
」
と

言
い
な
が
ら
食
べ
て
も
ら
う
そ
う
で
す
。

　

三
人
の
ご
主
人
が
う
ら
や
ま
し
い
！

　写真左手前の奈良漬けは、すいかを漬け
たものです。ウリなどは、通常２回漬けな
おしますがこれは４回漬けないといけない
そうです。食感はしゃきしゃきして甘さ控
えめでさわやかな味でした。
　「ここ（紀の川市）は、年中食材が豊富
にあるのでいろんな料理が出来て幸せです
よ」と教えてくれました。　

すいかの奈良漬け


